
新
世
界
ザ
ル
に
お
け
る
「
こ
こ
ろ
」
の
理
解

藤服黒

田部島

和裕妃

生子香

一
　
は
じ
め
に

　
わ
れ
わ
れ
ヒ
ト
は
、
他
者
が
自
己
と
は
異
な
る
知
識
や
信
念
、
意
図
、
思
考
、
好
み
な
ど
を
も
つ
存
在
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
他
者
の
行
動
を
予
測
し
た
り
、
自
身
の
行
動
を
決
定
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
見
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
も
思
え
る
が
、

こ
の
よ
う
な
認
識
を
可
能
に
す
る
に
は
、
自
己
と
他
者
の
分
離
、
他
者
の
行
動
の
認
識
、
他
者
の
知
識
の
認
識
、
社
会
的
文
脈
の
認
識
な
ど
、

多
く
の
能
力
を
必
要
と
す
る
。
事
実
、
こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
若
齢
の
幼
児
に
は
十
分
に
で
き
ず
、
発
達
と
と
も
に
徐
々
に
可
能
に
な
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
「
社
会
的
知
性
篇
と
呼
ば
れ
る
こ
の
よ
う
な
高
度
な
社
会
的
認
識
や
社
会
的
判
断
は
、
い
か
に
進
化
し
て
き
た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
の
答
え
は
、
ヒ
ト
以
外
の
動
物
の
も
つ
同
様
の
能
力
を
調
べ
る
こ
と
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
考
え
る
。

　
本
論
文
は
、
ヒ
ト
以
外
の
霊
長
類
、
と
く
に
新
世
界
ザ
ル
の
も
つ
社
会
的
認
識
や
社
会
的
判
断
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
れ
ら
の
能
力
を
種
間

比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヒ
ト
の
持
つ
社
会
的
知
性
の
進
化
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

新
世
界
ザ
ル
に
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け
る
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一
・
一
　
社
会
的
知
性
の
起
源
を
探
る

　
周
知
の
よ
う
に
、
ヒ
ト
の
高
度
な
知
性
は
、
社
会
的
知
性
に
限
る
も
の
で
は
な
い
。
ヒ
ト
は
数
多
く
の
複
雑
な
道
具
を
作
成
、
使
用
し
、

単
な
る
物
体
の
数
量
を
超
え
た
抽
象
的
な
数
概
念
を
持
ち
、
高
度
な
論
理
操
作
を
行
う
。
こ
の
よ
う
な
能
力
を
「
物
理
的
知
性
」
と
呼
ぶ
。

進
化
の
中
で
、
ヒ
ト
は
こ
の
よ
う
に
高
度
な
社
会
的
、
物
理
的
知
性
を
ど
の
よ
う
に
獲
得
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
数
あ
る
仮
説
の
中
で
、

「
社
会
的
知
性
仮
説
（
マ
キ
ャ
ベ
リ
的
知
性
仮
説
）
」
（
じ
ご
顎
器
俸
芝
三
審
詳
お
。
。
。
。
一
芝
三
審
⇔
癒
し
d
旨
｝
臼
ρ
お
O
刈
）
は
、
そ
の
要
因
が
社
会
的
適

応
に
あ
る
と
言
う
。
こ
の
仮
説
に
よ
れ
ぽ
、
他
者
と
協
力
し
た
り
、
同
盟
を
結
ん
だ
り
、
逆
に
欺
い
た
り
、
巧
妙
な
駆
け
引
き
を
す
る
な
ど
、

複
雑
な
社
会
的
環
境
の
中
で
う
ま
く
振
舞
う
こ
と
に
よ
り
、
知
性
は
大
き
く
進
化
し
て
き
た
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
物
理
的
知
性
の
根
源

も
ま
た
、
社
会
的
知
性
の
進
化
に
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
社
会
的
事
象
を
扱
う
に
は
、
物
理
的
事
象
を
扱
う
よ
り
も
複
雑
な
情
報
処
理
が
要
求
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
物
体
と
物
体
と
の
衝
突

事
象
を
予
測
す
る
際
、
物
体
の
属
性
や
、
環
境
要
因
を
考
慮
す
れ
ぽ
、
問
じ
操
作
は
同
じ
結
果
を
生
む
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
者
と

の
相
互
交
渉
の
場
面
で
は
、
他
者
が
自
分
と
ど
う
い
つ
だ
関
係
に
あ
り
、
何
を
知
っ
て
い
て
、
何
を
知
ら
な
い
か
、
自
分
に
何
を
期
待
し
て

い
る
の
か
、
現
在
の
み
で
は
な
く
、
今
ま
で
の
関
わ
り
方
、
今
後
の
関
わ
り
方
を
も
考
慮
に
入
れ
た
上
で
、
対
応
を
決
め
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
同
じ
他
者
と
関
わ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
一
対
一
の
場
合
と
、
複
数
人
が
い
る
場
合
と
で
は
、
対
応
が
異
な
る
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら

に
、
他
者
が
一
人
の
場
合
と
複
数
の
場
合
と
で
は
、
考
慮
に
入
れ
る
変
数
の
数
も
異
な
る
。
社
会
的
知
性
仮
説
に
従
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
複

雑
な
社
会
的
状
況
を
う
ま
く
処
理
で
き
る
能
力
が
、
ヒ
ト
の
知
性
の
根
源
に
あ
り
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
物
理
的
知
性
も
進
化
し
た
と
い
う
。

つ
ま
り
、
社
会
的
知
性
の
進
化
を
た
ど
る
こ
と
は
、
社
会
的
知
性
だ
け
で
な
く
、
物
理
的
知
性
も
含
め
た
ヒ
ト
の
知
性
全
体
の
根
源
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
・
二
　
新
世
界
ザ
ル
の
社
会
的
知
性
を
探
る



　
ヒ
ト
以
外
の
霊
長
類
や
イ
ヌ
な
ど
の
動
物
が
持
つ
社
会
的
知
性
を
扱
っ
た
研
究
は
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ヒ
ト
以

外
の
霊
長
類
に
関
し
て
は
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
（
建
§
妹
謹
ミ
魯
尉
的
）
な
ど
の
類
人
猿
と
呼
ば
れ
る
種
が
主
な
研
究
対
象
で
あ
り
、
類
人
猿
以

外
の
い
わ
ゆ
る
サ
ル
と
呼
ば
れ
る
種
に
関
す
る
研
究
は
、
ま
だ
ま
だ
乏
し
い
。
確
か
に
、
ヒ
ト
と
最
も
近
縁
な
種
で
あ
る
類
人
猿
と
、
ヒ
ト

の
も
つ
能
力
を
比
較
す
る
こ
と
は
、
ヒ
ト
特
有
の
認
知
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
一
つ
の
有
効
な
手
段
と
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
れ
だ
け
で
は
ヒ
ト
の
認
知
機
能
の
系
統
発
生
的
な
流
れ
を
解
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
系
統
発
生
的
な
流
れ
を
知
る
た
め
に
は
、

ヒ
ト
と
類
人
猿
の
共
通
祖
先
の
モ
デ
ル
と
な
る
種
を
含
め
た
比
較
研
究
も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
論
文
で
は
、
サ
ル
、
類
人

猿
、
ヒ
ト
を
含
め
た
系
統
発
生
的
な
比
較
研
究
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヒ
ト
の
持
つ
認
知
機
能
を
進
化
的
に
考
察
す
る
。

　
図
1
（
杉
山
、
一
九
九
六
）
に
、
現
生
霊
長
類
の
分
類
と
系
統
関
係
を
簡
単
に
示
し
た
。
ま
ず
現
生
の
霊
長
類
は
、
大
き
く
「
原
猿
類
」

と
「
真
平
類
」
に
分
類
さ
れ
る
。
「
原
猿
類
」
は
、
ヒ
ト
と
も
っ
と
も
遠
い
種
で
あ
り
、
ワ
オ
キ
ツ
ネ
ザ
ル
（
富
§
ミ
ミ
§
）
や
、
ア
イ
ア

イ
（
b
§
い
§
妹
§
疑
§
§
書
ミ
ミ
，
§
駐
）
、
ニ
シ
メ
ガ
ネ
ザ
ル
（
§
睦
翁
伽
§
ら
§
謎
）
な
ど
が
属
し
て
い
る
。
「
落
勢
類
」
の
多
く
は
夜
行

性
で
、
音
声
や
身
ぶ
り
、
匂
い
な
ど
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
、
形
態
的
に
は
霊
長
類
の
祖
先
系
と
よ
く
似
た
特
徴
を
備
え
て

い
る
。

　
一
方
「
真
猿
類
」
は
、
大
き
く
「
狭
鼻
猿
下
目
」
と
「
広
鼻
猿
下
目
」
に
分
類
さ
れ
る
。
「
狭
鼻
猿
下
目
」
は
、
「
オ
ナ
ガ
ザ
ル
上
科
」
と

「
ヒ
ト
上
科
」
に
分
類
さ
れ
る
。
「
オ
ナ
ガ
ザ
ル
上
科
」
は
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
に
生
息
す
る
こ
と
か
ら
、
「
旧
世
界
ザ
ル
」
と
も
呼
ば
れ
、

マ
ン
ト
ヒ
ヒ
（
§
ざ
ぎ
§
ミ
彰
彰
）
や
ア
カ
ゲ
ザ
ル
（
ミ
貸
§
ミ
§
ミ
§
ミ
）
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
（
ミ
§
§
黛
誉
の
ミ
ミ
）
な
ど
が
属
す
る
。
「
ヒ
ト

上
科
」
に
は
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
や
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
（
き
鑓
。
藷
§
禽
器
）
、
ゴ
リ
ラ
（
O
。
ミ
ミ
題
ミ
ミ
）
、
ボ
ノ
ボ
（
津
§
辱
§
帖
の
§
の
）
な

ど
の
類
人
猿
が
属
し
、
「
ヒ
ト
上
科
ヒ
ト
科
」
に
わ
れ
わ
れ
ヒ
ト
（
き
§
o
的
§
軌
§
の
）
が
属
す
る
。
「
広
鼻
猿
下
目
」
は
、
中
央
及
び
南
ア
メ

リ
カ
に
生
息
す
る
こ
と
か
ら
、
「
新
世
界
ザ
ル
扁
と
も
呼
ば
れ
、
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
（
G
S
器
§
魁
ミ
）
、
コ
モ
ソ
リ
ス
ザ
ル
（
縛
軌
§
ミ

象
ミ
ミ
ミ
⑦
）
、
ア
カ
ホ
エ
ザ
ル
（
毎
ご
ミ
ミ
ミ
器
ミ
ら
ミ
蕊
）
、
コ
モ
ン
マ
ー
モ
セ
ッ
ト
（
9
ミ
ミ
多
望
誉
q
審
器
）
や
、
ワ
タ
ボ
ウ
シ
タ
マ
リ
ン
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図1　現生霊長類の分類と系統関係（杉山，1996より弓］ffiして加筆）
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（
憂
§
蕊
ミ
§
器
）
な
ど
が
属
す
る
。
わ
れ
わ
れ
ヒ
ト
と
祖
先
を
共
に
す
る
「
旧
世
界
ザ
ル
偏
と
、
「
新
世
界
ザ
ル
扁
が
分
岐
し
た
の
は
、

地
史
学
的
な
根
拠
か
ら
約
三
五
〇
〇
万
年
前
だ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
本
研
究
で
は
、
「
新
世
界
ザ
ル
」
に
属
す
る
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
を
主
な
被
験
体
と
し
、
彼
ら
が
も
つ
認
知
機
能
を
調
べ
た
。
彼
ら
の
持
つ

能
力
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
約
三
五
〇
〇
万
年
前
に
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
、
ヒ
ト
と
「
新
世
界
ザ
ル
」
と
の
共
通
祖
先
が
も
っ
て

い
た
で
あ
ろ
う
能
力
を
推
測
し
、
ヒ
ト
の
知
性
の
進
化
を
解
明
す
る
た
め
の
資
料
を
提
出
す
る
こ
と
が
蟹
的
で
あ
る
。
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
は
、

道
具
使
用
場
面
に
お
い
て
、
目
標
と
道
旦
ハ
の
因
果
関
係
の
理
解
や
、
物
体
の
永
続
性
の
理
解
な
ど
、
物
理
的
知
性
に
関
す
る
実
験
で
好
成
績

を
あ
げ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
（
〉
昌
山
Φ
笏
o
P
H
り
0
9
＜
δ
巴
げ
興
α
q
三
藁
8
0
嗣
く
凶
ω
巴
σ
①
同
α
q
げ
廿
閃
類
ぴ
q
鋤
ω
N
ざ
卿
ω
鋤
く
鋤
ぴ
q
9
円
q
ヨ
び
餌
⊆
ぴ
q
ダ
一
〇
〇
2

国
虹
警
P
内
霞
。
ω
ぼ
琶
上
卿
》
ω
三
男
b
。
O
O
ω
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
の
も
つ
社
会
的
知
性
を
調
べ
る
こ
と
は
、
上
述
の
「
社
会
的

知
性
仮
説
」
を
検
証
す
る
た
め
の
よ
い
モ
デ
ル
に
も
な
り
う
る
だ
ろ
う
。

　
［
・
三
　
新
世
界
ザ
ル
は
他
者
の
内
的
状
態
を
理
解
す
る
の
か

　
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
知
性
の
中
で
も
、
他
者
の
内
的
状
態
を
認
識
す
る
能
力
は
、
極
め
て
重
要
な
能
力
で
あ
る
。
他
者
が
何
に
注
意
を
向

け
、
何
を
知
っ
て
お
り
、
何
を
し
ょ
う
と
し
て
い
る
の
か
な
ど
を
認
識
で
き
な
け
れ
ぽ
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
成
立
し
得
な
い

だ
ろ
う
。
ヒ
ト
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
、
主
に
言
語
を
使
用
す
る
が
、
言
語
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
す
べ

て
の
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
他
者
の
行
動
的
な
手
が
か
り
（
視
線
、
表
情
、
動
作
な
ど
）
や
、
他
者
の
お
か
れ
て
い
る
状

況
、
他
者
の
も
つ
過
去
経
験
に
関
す
る
知
識
な
ど
か
ら
、
他
者
の
内
的
状
態
を
読
み
取
る
能
力
が
必
要
で
あ
る
。
ヒ
ト
は
こ
の
よ
う
な
能
力

を
、
ど
の
よ
う
に
獲
得
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
他
者
と
の
相
互
交
渉
の
場
面
に
お
い
て
、
他
者
の
内
的
状
態
の
認
識
が
必
要
な
場
面
と
し
て
、
「
欺
き
」
と
「
協
力
」
場
面
が
あ
げ
ら
れ

る
。
他
者
を
意
図
的
に
「
欺
く
」
に
は
、
他
者
の
も
つ
知
識
を
認
識
し
、
他
者
の
次
の
行
動
を
予
測
し
た
上
で
、
自
身
の
行
動
を
決
定
す
る

新
世
界
ザ
ル
に
お
け
る
「
こ
こ
ろ
」
の
理
解
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必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
他
者
と
共
通
の
目
標
に
向
か
っ
て
「
協
力
」
す
る
場
面
で
は
、
他
者
は
「
協
力
思
し
て
く
れ
る
状
態
に
あ
る
の
か
、

自
分
が
必
要
と
し
て
い
る
技
術
や
知
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
な
ど
、
他
者
の
状
態
、
技
術
や
知
識
な
ど
を
認
識
し
た
上
で
、
自
身
の
行
動
を

決
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
意
図
的
な
「
欺
き
」
行
動
や
、
「
協
力
」
行
動
の
自
発
的
な
生
起
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
他
者
の
内

的
状
態
を
認
識
す
る
能
力
を
測
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
論
文
で
は
ま
ず
、
ヒ
ト
以
外
の
霊
長
類
で
行
わ
れ
た
意
図
的
な
「
欺
き
」
行
動
と
、
「
協
力
扁
行
動
に
関
す
る
研
究
と
を
概
観
し
た
後
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
が
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
で
行
っ
た
研
究
を
紹
介
す
る
。
次
に
、
他
者
の
内
的
状
態
の
中
で
も
、
他
者
を
意
図
的

に
「
欺
い
」
た
り
「
協
力
」
す
る
た
め
に
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
、
「
他
者
の
意
図
を
認
識
す
る
た
め
に
必
要
な
基
本
的
能
力
扁
を
三
つ
あ

げ
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
で
行
っ
た
実
験
結
果
を
示
す
。
さ
ら
に
、
意
図
的
な
「
欺
き
」
や
「
協
力
」
行
動
が
生
起
す
る
た

め
に
必
要
な
社
会
的
基
盤
と
し
て
、
「
他
個
体
と
の
関
係
性
」
を
提
案
し
、
そ
れ
を
示
唆
す
る
研
究
結
果
を
紹
介
す
る
。
最
後
に
、
フ
サ
オ

マ
キ
ザ
ル
と
ヒ
ト
の
持
つ
社
会
的
知
性
を
比
較
し
、
ヒ
ト
の
社
会
的
知
性
の
進
化
を
考
察
す
る
。

二
　
「
欺
き
」
と
「
協
力
」
行
動

　
ヒ
ト
以
外
の
霊
長
類
に
つ
い
て
、
野
外
観
察
か
ら
は
、
数
多
く
の
種
が
「
欺
き
」
行
動
を
と
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
芝
三
汁
①
旨

僧
巳
ゆ
く
導
①
（
お
。
。
o
。
）
は
、
こ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
…
ド
を
整
理
し
た
結
果
、
他
者
の
注
意
を
操
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
欺
い
た
」
と
解
釈
で

き
る
報
告
例
が
数
多
く
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
、
チ
ン
パ
ン
ジ
…
な
ど
の
類
人
猿
だ
け
で
は
な
く
、
チ
ャ
ク
マ

ヒ
ヒ
（
ミ
ざ
ミ
睦
ミ
窮
）
な
ど
、
サ
ル
に
関
す
る
報
告
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
他
者
を
「
欺
く
」
と
い
う
能
力
が
サ
ル
に
も
備
わ
っ

て
い
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
の
と
こ
ろ
野
生
の
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
が
、
他
個
体
を
意
図
的
に
「
欺
い
た
」
と
い
う

報
告
は
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
「
協
力
」
に
関
し
て
は
、
数
は
少
な
い
も
の
の
、
汐
入
猿
の
み
で
な
く
、
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
も
集
団
で
狩

り
を
し
、
獲
物
を
分
け
合
う
と
い
う
報
告
が
さ
れ
て
い
る
（
流
罪
蒔
窪
し
0
漁
る
興
曼
自
刃
。
ω
ρ
お
逡
）
。
「
協
力
」
行
動
に
比
べ
、
「
欺
き
」



行
動
は
そ
の
行
動
の
性
質
上
、
頻
発
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
「
欺
き
」
行
動
が
観
察
さ
れ
た
と
し
て
も
、
観
察
個
体
が
、
実
際
に
他

個
体
を
意
図
的
に
欺
こ
う
と
し
た
結
果
、
「
欺
き
」
に
成
功
し
た
と
結
論
づ
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
同
じ
こ
と
は
「
協
力
」
場
面
に
も
言
え

る
。
た
と
え
ぽ
、
複
数
個
体
で
同
一
の
目
標
に
向
か
っ
て
行
動
す
る
様
子
が
観
察
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
仲
間
の
存
在
や
役
割
を

認
識
し
た
上
で
、
自
分
の
行
動
を
調
節
し
、
仲
間
と
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
行
っ
た
行
為
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
単
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

体
が
同
じ
霞
標
に
向
か
っ
て
別
々
の
行
動
を
し
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
か
を
分
離
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
サ
ル
が
、
「
欺
き
」
や
「
協
力
」
行

動
を
と
り
う
る
か
を
確
か
め
る
た
め
に
は
、
実
験
的
に
統
制
さ
れ
た
状
況
下
で
観
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
以
下
で
は
、
チ
ソ
バ
ソ
ジ
ー
や
サ
ル
に
お
い
て
行
わ
れ
た
「
欺
き
」
行
動
と
「
協
力
」
行
動
に
関
す
る
実
験
的
研
究
と
、
わ
れ
わ
れ
が
行

っ
た
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
に
お
け
る
研
究
結
果
を
述
べ
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
も
と
に
、
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
が
実
際
の
社
会
的
場
面
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
社
会
的
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
。

　
二
・
一
　
「
欺
き
」
行
動
の
実
験
的
研
究

　
ζ
Φ
嵩
巴
（
6
ぱ
）
は
、
飼
育
下
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
集
団
の
中
で
、
劣
位
個
体
の
ベ
ル
だ
け
を
放
飼
場
に
連
れ
だ
し
、
バ
ナ
ナ
の
隠
し
場

所
を
教
え
た
。
そ
の
後
、
一
旦
ベ
ル
を
部
屋
の
中
に
戻
し
、
他
の
仲
間
た
ち
と
同
時
に
放
飼
場
へ
放
つ
実
験
を
行
っ
た
。
最
初
ベ
ル
は
、
仲

間
を
引
き
連
れ
て
バ
ナ
ナ
の
方
へ
と
向
か
い
、
仲
間
た
ち
と
バ
ナ
ナ
を
分
け
合
っ
て
食
べ
た
。
し
か
し
、
優
位
個
体
の
ロ
ッ
ク
が
バ
ナ
ナ
を

独
占
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
ベ
ル
は
、
な
か
な
か
バ
ナ
ナ
を
取
り
出
さ
な
く
な
り
、
隠
し
場
所
と
は
異
な
る
場
所
に
座
っ
て
時
間
を
稼
ぎ
、

ロ
ッ
ク
が
反
対
側
を
見
て
い
る
隙
に
、
バ
ナ
ナ
を
取
り
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
す
る
と
、
今
度
は
ロ
ッ
ク
が
反
対
側
を
見
て
い
る
ふ
り
を
し

て
、
ベ
ル
が
バ
ナ
ナ
を
取
り
出
す
瞬
間
に
、
そ
れ
を
奪
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
、
ベ
ル
と
ロ
ッ
ク
の
間
に
起
こ
っ
た
社
会
的
交
渉
は
、

明
ら
か
に
「
ロ
ッ
ク
は
、
ベ
ル
が
バ
ナ
ナ
の
あ
り
か
を
知
っ
て
い
る
こ
と
を
、
知
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
松
沢
（
一
九

九
一
）
も
、
類
似
の
実
験
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
バ
ナ
ナ
の
隠
し
場
所
を
目
撃
し
た
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
が
と
る
戦
略
が
、
他
個
体
よ
り
も
い

新
世
界
ザ
ル
に
お
け
る
「
こ
こ
ろ
」
の
理
解

二
九
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ち
早
く
、
ハ
ナ
ナ
の
隠
し
場
所
へ
と
向
か
う
「
抜
け
駆
け
」
か
ら
、
バ
ナ
ナ
の
隠
し
場
所
を
知
っ
て
い
る
個
体
か
ら
の
「
強
奪
」
へ
と
変
化
し
、

そ
の
後
、
遠
戚
り
を
し
て
隠
し
場
所
に
向
か
っ
た
り
、
し
ら
ん
ぷ
り
を
し
た
り
す
る
「
欺
き
」
と
い
う
形
に
、
わ
ず
か
九
日
間
で
急
激
に
変

化
す
る
こ
と
を
示
し
た
。
類
似
の
研
究
は
、
旧
世
界
ザ
ル
の
シ
ロ
エ
リ
マ
ン
ガ
ベ
イ
（
9
§
8
＆
器
§
黛
ミ
謎
）
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
研
究
で
は
、
シ
ロ
エ
リ
マ
ン
ガ
ベ
イ
も
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
と
同
様
、
餌
の
あ
る
場
所
に
関
す
る
闘
違
っ
た
情
報
の
提
示
や
、
正
し
い
情
報

の
隠
蔽
な
ど
の
「
欺
き
扁
行
動
を
と
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
（
（
）
O
自
ω
ω
凶
－
圏
（
O
門
び
①
一
　
一
り
り
蒔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
）
。
こ
の
よ
う
に
、
類
人
猿
だ
け
で
な
く
サ
ル
も
、

他
個
体
と
の
社
会
的
場
面
に
お
い
て
、
「
欺
き
」
行
動
と
見
ら
れ
る
行
動
を
取
り
う
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
二
・
一
・
～
　
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
に
お
け
る
門
欺
き
」
行
動
の
実
験
的
研
究

　
旧
世
界
ザ
ル
で
は
、
野
外
観
察
や
実
験
的
研
究
か
ら
、
同
種
他
個
体
を
「
欺
く
」
と
解
釈
さ
れ
る
行
動
を
と
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る

（
b
σ
《
諺
ρ
同
8
㎝
）
。
で
は
、
新
世
界
ザ
ル
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
今
の
と
こ
ろ
、
野
生
の
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
が
、
「
欺
き
」
行
動
を
と
っ
た

と
い
う
観
察
事
例
は
な
い
。
だ
が
、
実
験
的
に
、
餌
を
め
ぐ
る
同
種
他
個
体
と
の
競
合
場
面
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル

も
「
欺
き
」
行
動
を
と
る
か
も
し
れ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
以
下
の
よ
う
な
実
験
に
お
い
て
、
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
が
自
発
的
に
「
欺
き
」
行

動
を
と
る
の
か
、
と
る
と
す
れ
ぽ
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
「
欺
き
」
行
動
な
の
か
を
分
析
的
に
検
討
し
た
（
欝
誉
斜
　
一
霞
。
ω
三
ヨ
斜
　
卿

］
≦
器
蟷
匹
p
じ
⊃
0
8
）
。

　
実
験
は
、
台
に
二
つ
の
餌
箱
が
固
定
さ
れ
た
装
置
を
は
さ
み
、
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
ニ
個
体
（
優
位
個
体
と
劣
位
個
体
）
が
対
面
す
る
形
式

で
行
っ
た
（
図
2
）
。
劣
位
個
体
側
の
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
は
、
餌
箱
の
中
身
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
餌
箱
の
ふ
た
を
開
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

優
位
燗
体
側
の
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
は
、
餌
箱
の
中
身
を
見
る
こ
と
は
で
き
ず
、
餌
箱
の
ふ
た
を
開
け
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

　
予
備
訓
練
と
し
て
、
劣
位
個
体
四
個
体
（
深
田
α
q
ヨ
O
溺
冒
N
凶
躍
9
⊃
り
岡
ハ
凶
H
ハ
一
－
］
ワ
げ
①
け
P
）
を
個
別
に
劣
位
側
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
、
餌
の
入
っ
て
い
る
餌

箱
を
す
ぐ
に
開
け
、
中
の
餌
を
取
り
出
す
こ
と
を
訓
練
し
た
。
一
方
、
優
位
個
体
一
個
体
（
雷
Φ
圃
一
同
）
に
対
し
て
は
、
実
験
者
が
餌
箱
を
開

け
る
と
す
ぐ
に
、
餌
箱
の
中
を
ま
さ
ぐ
っ
て
餌
を
取
る
こ
と
を
調
練
し
た
。
こ
の
時
、
実
験
者
は
常
に
餌
の
入
っ
た
餌
箱
を
開
け
た
。
劣
位
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個
体
、
優
位
個
体
の
予
備
訓
練
が
終
了
し
た
後
、
．
実
験
1
に
入
っ
た
。

　
実
験
1
は
、
優
位
個
体
と
劣
位
個
体
が
対
面
し
、
一
つ
の
餌
を
取
り
合
う

場
面
で
行
っ
た
。
ま
ず
、
実
験
者
は
、
優
位
個
体
の
前
に
不
透
明
ス
ク
リ
L

ソ
を
置
き
、
劣
位
個
体
の
前
に
は
透
明
ス
ク
リ
ー
ン
を
置
い
た
。
そ
し
て
、

二
つ
の
餌
箱
の
う
ち
ど
ち
ら
か
一
方
に
餌
を
入
れ
た
。
こ
の
と
き
、
劣
位
個

体
は
、
実
験
者
が
ど
ち
ら
の
餌
箱
に
餌
を
入
れ
た
か
を
見
る
こ
と
が
で
き
た

が
、
優
位
個
体
は
不
透
明
ス
ク
リ
ー
ン
が
前
方
に
お
か
れ
て
い
る
た
め
に
、

見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
実
験
者
は
、
餌
を
置
い
た
後
、
優
位
個
体
側

の
不
透
明
ス
ク
リ
ー
ン
だ
け
を
取
り
去
り
、
五
秒
間
待
っ
た
後
、
劣
位
個
体

側
の
ス
ク
リ
ー
ン
を
取
り
去
っ
た
。
こ
の
実
験
の
結
果
、
四
個
体
中
二
個
体

は
、
全
試
行
の
一
〇
％
以
上
の
試
行
に
お
い
て
、
餌
の
入
っ
て
い
な
い
餌
箱

を
最
初
に
開
け
た
（
↓
冨
鑓
”
五
七
試
行
中
九
試
行
、
℃
祠
ヨ
。
コ
日
七
〇
試
行

中
九
試
行
）
。
以
下
、
こ
の
行
動
を
「
逆
開
け
」
と
呼
ぶ
。

　
二
個
体
の
劣
位
個
体
は
、
な
ぜ
「
逆
開
け
」
を
行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
逆
開
け
」
が
生
起
し
た
可
能
性
と
し
て
、
以
下
の
二
点
が
考
え
ら
れ
る
。

ひ
と
つ
目
は
、
「
欺
ぎ
」
行
動
の
可
能
性
で
あ
る
。
劣
位
個
体
は
、
空
の
餌

箱
を
先
に
開
け
、
優
位
個
体
が
餌
箱
を
ま
さ
ぐ
っ
て
い
る
間
に
、
餌
の
入
っ

て
い
る
黒
々
か
ら
餌
を
取
ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ふ
た
つ
匿

は
、
学
習
が
崩
れ
た
可
能
性
で
あ
る
。
予
備
訓
練
時
、
劣
位
個
体
は
餌
の
入

｝
三
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っ
て
い
る
扇
箱
を
先
に
開
け
る
こ
と
で
　
○
○
％
餌
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
、
本
実
験
で
は
、
優
位
個
体
と
対
面
し
、
餌
を
奪
わ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
的
に
劣
位
個
体
が
餌
を
得
る
確
率
は
低
下
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
劣
位
澗
体
の
「
先
に
餌
の
入
っ
て
い
る
餌
箱
を

開
け
る
」
と
い
う
行
動
が
不
安
定
に
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
こ
で
実
験
で
は
、
餌
を
得
る
確
率
が
低
下
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
逆
開
け
」
は
生
起
す
る
か
を
調
べ
た
。

　
実
験
2
で
は
、
実
験
1
に
お
い
て
「
逆
開
け
」
を
行
っ
た
2
個
体
（
8
置
①
θ
9
榊
　
口
℃
一
ひ
q
B
O
瓢
）
を
被
験
体
と
し
て
実
験
を
行
っ
た
。
二
燗
体
は
、

個
別
に
劣
位
個
体
側
ボ
ッ
ク
ス
に
入
り
、
実
験
1
の
予
備
実
験
と
隅
様
、
餌
箱
か
ら
館
を
取
り
出
し
た
。
こ
の
時
、
競
合
す
る
優
位
個
体
は

い
な
い
が
、
常
に
餌
が
取
り
出
せ
る
試
行
と
、
餌
箱
の
ふ
た
を
開
け
る
と
餌
が
転
げ
落
ち
て
し
ま
い
、
餌
が
取
り
出
せ
な
い
試
行
を
ラ
ン
ダ

ム
に
提
示
し
た
。
そ
の
結
果
、
8
滞
窮
は
四
〇
試
行
中
二
試
行
で
「
逆
開
け
」
を
行
っ
た
が
、
空
σ
q
ヨ
。
渉
は
ま
っ
た
く
行
わ
な
か
っ
た
。
実

験
1
と
2
に
お
け
る
「
逆
開
け
砿
の
生
起
頻
度
を
比
較
す
る
と
、
両
個
体
と
も
に
実
験
1
で
の
「
逆
開
け
」
の
生
起
頻
度
の
方
が
、
統
計
的

に
有
意
に
高
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
「
逆
開
け
偏
が
生
起
す
る
に
は
、
餌
を
得
ら
れ
る
確
率
の
低
下
の
み
が
要
因
で
は
な
く
、
競
合
す
る
優
位

個
体
の
存
在
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
験
2
で
使
用
し
た
乱
箱
は
、
餌
が
転
が
り
落
ち
る
仕
掛
け
を
ほ
ど
こ

し
た
た
め
、
実
験
1
で
使
用
し
た
飼
箱
と
は
外
見
が
わ
ず
か
に
異
な
っ
て
い
た
。
こ
の
変
化
が
被
験
体
の
行
動
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
止
血
性

も
考
え
ら
れ
る
。

　
実
験
3
で
は
、
実
験
2
と
岡
一
の
餌
箱
を
用
い
、
実
験
1
と
同
じ
手
続
き
で
、
再
び
優
位
個
体
と
対
面
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
劣
位
佃
体

の
「
逆
開
け
〕
が
生
起
す
る
か
ど
う
か
を
調
べ
た
。
そ
の
結
果
、
8
び
①
露
は
五
〇
試
行
中
五
試
行
で
「
逆
開
け
」
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、

実
験
1
で
の
「
逆
開
け
」
の
生
起
頻
度
と
同
等
の
頻
度
で
あ
り
（
実
験
1
の
頻
度
と
統
計
的
に
有
意
な
差
は
な
か
っ
た
）
、
実
験
2
の
餌
箱
で

も
優
位
個
体
の
存
在
に
よ
り
、
「
逆
開
け
」
の
頻
度
が
高
く
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
一
方
、
℃
戯
ヨ
。
昌
は
、
七
〇
試
行
中
一
試
行
の
み
で

「
逆
開
け
」
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
実
験
1
で
の
生
起
頻
度
と
比
較
し
て
、
有
意
に
少
な
い
結
果
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
透
明
ス
ク
リ

ー
ン
が
取
り
去
ら
れ
る
前
の
五
秒
間
に
お
け
る
劣
位
個
体
の
滞
在
位
置
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
驚
α
q
ヨ
。
影
は
、
優
位
個
体
が
い
な
い
場
合
（
実
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．
拐
H
×
o
ρ
冨
出
8
b
β
【
餐
巴
。
桐
。
訳

験
2
）
よ
り
も
、
い
る
場
合
（
実
験
1
、
3
）
に
お
い
て
、
餌
が
入
っ
て
い
る
餌
箱
か
ら
最

も
遠
い
位
置
に
長
く
滞
在
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
結
果
は
、
空
α
Q
ヨ
。
昌
が
優
位
個
体

に
対
し
て
、
誤
情
報
を
提
示
し
て
い
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

　
以
上
の
結
果
か
ら
、
同
種
他
個
体
と
一
つ
の
餌
を
め
ぐ
っ
て
競
合
す
る
場
合
、
劣
位
個
体

は
優
位
個
体
に
対
し
て
、
「
逆
開
け
」
や
、
餌
の
入
っ
て
い
な
い
霧
箱
の
前
で
長
く
滞
在
す

る
な
ど
の
誤
情
報
の
提
示
、
情
報
の
差
し
止
め
と
見
ら
れ
る
行
動
を
と
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
劣
位
個
体
が
、
こ
の
よ
う
な
「
欺
き
」
行
動
を
行
っ
た
試
行
の
方
が
、
行

わ
な
か
っ
た
試
行
よ
り
も
有
立
思
に
一
同
い
割
合
で
餌
を
獲
得
で
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
つ

ま
り
、
「
欺
き
」
行
動
を
と
っ
て
も
、
常
に
そ
れ
に
よ
っ
て
得
を
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

日
げ
Φ
富
は
「
逆
開
け
」
を
し
て
も
、
す
ぐ
に
逆
の
餌
箱
を
開
け
る
の
で
は
な
く
、
優
位
個

体
が
空
の
藩
士
を
ま
さ
ぐ
る
様
子
を
じ
っ
と
見
て
い
る
試
行
も
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら

の
行
動
が
、
意
図
的
に
他
個
体
を
「
欺
く
」
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
か
は
明
確
で
は
な
い
。

　
他
個
体
を
「
欺
く
」
こ
と
は
、
利
益
を
得
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
同
時
に
損
失
も
被
る
こ

と
も
あ
る
。
本
実
験
で
被
験
体
と
な
っ
た
個
体
は
、
通
常
同
じ
ケ
ー
ジ
内
で
飼
育
さ
れ
て
い

る
個
体
で
あ
っ
た
。
個
体
間
の
順
位
関
係
を
明
確
に
す
る
た
め
に
も
、
同
集
団
内
か
ら
被
験

体
を
選
ぶ
必
要
は
あ
っ
た
が
、
実
験
開
始
後
、
ケ
ー
ジ
内
で
ケ
ン
カ
や
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
繁
に

観
察
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
実
験
を
終
え
て
、
集
団
ケ
ー
ジ
に
戻
る
と
、
劣
位
個
体
が
優

位
個
体
に
追
い
か
け
ら
れ
る
と
い
っ
た
場
面
も
頻
繁
に
観
察
さ
れ
、
個
体
間
関
係
が
悪
化
し

た
。
同
じ
集
団
ケ
ー
ジ
内
の
メ
ン
バ
ー
と
競
合
す
る
場
面
設
定
が
、
個
体
間
関
係
に
影
響
を

三
三
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及
ぼ
し
、
そ
の
影
響
が
実
験
下
で
の
劣
位
個
体
の
行
動
に
、
何
ら
か
の
制
約
を
与
え
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
も
し
、
同
じ
集
団
メ
ン
バ

ー
を
競
合
相
手
と
し
て
実
験
に
参
加
さ
せ
る
な
ら
、
実
験
場
薗
を
設
定
す
る
上
で
、
「
欺
き
偏
に
よ
っ
て
生
じ
る
損
失
を
上
回
る
よ
う
な
利

益
を
獲
得
で
き
る
よ
う
な
場
薗
設
定
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
に
お
け
る
本
実
験
の
結
果
か
ら
は
、
「
欺
き
扁
行
動
と
と
れ
る
行
動
は
自
発
的
に
生
起
す
る
が
、
そ
れ
が
意
図
的
に
行

わ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
を
区
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

　
二
・
二
　
「
協
力
」
行
動
の
実
験
的
研
究

　
「
欺
き
」
行
動
と
同
様
に
、
他
者
の
内
的
状
態
を
理
解
し
、
他
者
と
の
相
互
作
用
を
必
要
と
す
る
社
会
的
場
面
と
し
て
「
協
力
」
、
場
面
が

挙
げ
ら
れ
る
。
O
ご
巴
巨
①
鍵
①
巳
○
塾
。
（
H
㊤
O
①
）
は
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
を
被
六
体
と
し
、
二
個
体
が
岡
時
に
ハ
ン
ド
ル
を
引
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
餌
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
を
用
い
、
「
協
力
」
行
動
が
生
起
す
る
か
を
調
べ
た
。

　
ま
ず
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
は
燗
溺
に
、
二
つ
の
ハ
ン
ド
ル
を
同
時
に
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
餌
を
得
る
こ
と
を
訓
練
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
2
個

体
を
二
時
に
実
験
室
に
呼
び
入
れ
、
二
つ
の
ハ
ン
ド
ル
問
の
距
離
を
徐
々
に
広
げ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
二
個
体
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ハ
ン
ド

ル
を
同
寸
に
引
い
て
、
餌
を
得
る
こ
と
を
成
功
さ
せ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
詳
細
に
分
析
す
る
と
、
二
個
体
が
と
も
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
り
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
「
協
力
」
行
動
が
成
立
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
一
方
の
個
体
が
、
も
う
一
方
の
個
体
の
行
動
に
、
自
分

の
行
動
を
同
期
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
平
田
ら
は
、
同
時
に
ひ
も
を
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
餌
を
得
る
装
置
を
用
い
て
同
様

の
研
究
を
行
っ
た
（
平
田
、
二
〇
〇
三
）
。
最
初
の
う
ち
、
2
個
体
は
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
餌
を
得
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
が
、
徐
々
に
、
一
方
の
個
体
が
相
手
個
体
の
行
動
に
合
わ
せ
て
、
自
分
の
行
動
を
調
節
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
最
終

的
に
「
協
力
」
行
動
課
題
に
成
功
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
同
時
に
作
業
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
場
面
に
お

い
て
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
は
他
者
の
存
在
を
認
識
し
、
他
者
と
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
て
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。



　
二
・
二
・
一
　
フ
サ
ナ
マ
キ
ザ
ル
に
お
け
る
「
協
力
」
行
動
の
実
験
的
研
究

　
O
ゴ
巴
B
＄
F
≦
ω
巴
げ
①
薦
窪
p
巳
○
巴
δ
（
一
Φ
ミ
）
は
、
上
述
の
○
び
巴
8
Φ
窪
磐
α
○
巴
一
〇
（
お
O
①
）
と
ほ
ぼ
同
様
の
装
置
を
用
い
、
二
個

体
の
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
が
同
時
に
レ
バ
ー
を
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
餌
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
調
べ
た
。
こ
の
実
験
で
は
、
　
　

一
個
体
中
七
個
体
が
、
「
協
力
」
行
動
課
題
に
成
功
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
一
方
の
ハ
ン
ド
ル
の
前
や
そ
の
近
く
に
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い
る

場
合
で
も
、
い
な
い
場
合
で
も
、
被
験
体
は
同
じ
頻
度
で
ハ
ン
ド
ル
を
引
く
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
実
験
で
使
用
さ
れ
た
装
置
は
、
二
つ

の
レ
バ
ー
が
同
時
に
引
か
れ
る
と
、
二
つ
の
レ
バ
ー
の
中
央
に
餌
が
落
ち
て
く
る
仕
組
み
だ
っ
た
た
め
、
被
験
体
に
と
っ
て
、
装
置
の
仕
組

み
と
他
個
体
と
の
関
係
を
理
解
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
バ
ー
の
下
に
餌
受
け
を
置
き
、
同

時
に
レ
バ
ー
が
引
か
れ
た
時
に
の
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
餌
箱
に
餌
が
落
ち
て
く
る
よ
う
に
装
置
を
改
良
し
、
再
度
実
験
を
行
っ
た
（
≦
ω
巴
げ
Φ
撃

αq

№
n
奏
蜀
簿
○
け
9
卿
↓
轟
コ
。
三
量
b
O
O
O
）
。
そ
の
結
果
、
八
個
体
す
べ
て
が
二
つ
の
レ
バ
ー
を
同
時
に
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
餌
を
得
る
こ

と
に
成
功
し
た
。
だ
が
、
被
験
体
は
、
こ
こ
で
も
パ
ー
ト
ナ
ー
の
滞
在
位
置
に
関
係
な
く
、
レ
バ
ー
を
引
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
以

上
の
結
果
よ
り
、
≦
ω
賢
げ
Φ
蹟
9
簿
巴
．
（
・
。
O
O
O
）
は
、
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
は
「
協
力
」
行
動
課
題
に
成
功
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
パ
ー

ト
ナ
ー
の
役
割
を
理
解
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
結
論
づ
け
た
。

　
一
方
、
竃
Φ
⇔
費
①
ω
き
山
O
Φ
芝
鋤
巴
（
b
。
O
O
O
）
は
、
異
な
る
装
置
を
用
い
、
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
が
パ
ー
ト
ナ
ー
の
役
割
を
理
解
で
き
る
こ

と
を
示
し
た
。
こ
の
装
置
は
、
ケ
ー
ジ
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
台
が
あ
り
、
台
の
上
に
は
二
つ
の
餌
箱
が
あ
る
。
台
か
ら
は
二
本
の
ポ
ー
ル

が
ケ
ー
ジ
の
前
に
伸
び
て
お
り
、
被
験
体
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
ー
ル
を
手
前
に
引
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
台
を
引
き
寄
せ
、
餌
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
装
置
は
、
O
げ
巴
ヨ
Φ
霊
簿
鋤
一
．
（
一
Φ
O
刈
）
や
、
≦
ω
巴
σ
①
薦
臣
簿
鋤
一
’
（
“
。
O
O
O
）
で
使

用
さ
れ
た
装
置
よ
り
も
、
自
分
の
行
動
と
パ
ー
ト
ナ
ー
の
行
動
の
結
果
を
理
解
し
や
す
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
実
験

の
結
果
、
五
ペ
ア
の
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
は
、
同
時
に
ポ
ー
ル
を
引
く
こ
と
に
成
功
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
実
験
で
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
「
協

力
」
が
必
要
な
場
面
に
は
、
「
協
力
」
が
必
要
で
な
い
場
面
よ
り
も
、
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
る
回
数
が
増
え
、
ポ
ー
ル
を
引
く
確
率
は
、
パ
ー

新
世
界
ザ
ル
に
お
け
る
門
こ
こ
ろ
」
の
理
解

三
五
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ト
ナ
ー
が
い
な
い
場
合
よ
り
も
、
い
る
場
合
の
方
が
統
計
的
に
有
意
に
増
加
し
た
。
被
鶴
首
に
と
っ
て
、
よ
り
自
然
な
状
況
を
実
験
状
況
と

し
て
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
容
易
に
パ
ー
ト
ナ
…
の
存
在
と
役
割
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
結
果
よ
り
、

竃
窪
紆
Φ
ω
磐
島
O
①
名
鋤
巴
（
b
。
O
O
O
）
は
、
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
役
割
を
理
解
し
て
「
協
力
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
結

論
づ
け
た
。

　
以
上
の
研
究
で
設
定
さ
れ
た
「
協
力
」
場
面
で
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
存
在
を
認
知
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
自
分
の
行
動
を
同
期
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
っ
た
。
ヒ
ト
の
「
協
力
」
行
動
を
考
え
る
際
、
こ
の
よ
う
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
て
同
じ
動
作
を
す
る
こ

と
が
必
要
と
さ
れ
る
場
面
（
「
同
時
協
力
場
面
（
ω
ぎ
鉱
鐙
コ
⑦
o
器
o
o
ε
⑦
養
獣
く
①
ω
謬
§
瓜
§
）
」
）
と
、
［
分
業
」
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
パ
…

ト
ナ
ー
と
岡
「
の
目
標
を
達
成
す
る
「
非
同
時
協
力
場
面
（
き
『
ω
営
缶
§
お
。
轟
。
0
8
①
舜
博
く
①
ω
臨
け
轟
甑
9
ρ
）
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
非
同
時

協
力
場
面
」
で
は
、
「
同
時
協
力
場
面
」
と
同
様
に
パ
ー
ト
ナ
ー
の
存
在
を
認
識
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と

と
、
自
分
と
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
役
割
交
代
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
定
義
さ
れ
て
い
る
（
Ω
巨
ヨ
①
登
簿
鋤
γ
一
り
箋
）
。
滅
菌
8
芦

丙
蓬
。
ω
げ
冨
簿
宅
診
司
愚
蟹
（
卜
⊃
O
O
蒔
）
は
、
「
非
同
時
協
力
場
面
偏
を
設
定
し
、
・
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
が
自
発
的
に
「
分
業
」
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
の
か
（
実
験
1
）
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
「
協
力
」
が
必
要
な
場
合
と
、
必
要
で
な
い
場
合
で
は
、
パ
ー
ト
ナ
…
に
対
す
る
働
き
か
け
が
異

な
る
の
か
（
実
験
2
）
、
即
時
的
な
利
益
は
な
く
と
も
、
将
来
の
利
益
を
見
越
し
て
パ
ー
ト
ナ
ー
に
「
協
力
」
す
る
相
互
的
利
他
行
動
が
み

ら
れ
る
か
（
実
験
3
）
の
三
点
に
つ
い
て
、
全
て
の
条
件
で
ペ
ア
の
役
割
を
交
代
し
て
実
験
を
行
っ
た
。

　
予
備
訓
練
と
し
て
、
被
尊
体
は
厚
別
に
装
置
を
操
作
し
、
餌
を
と
る
こ
と
を
訓
練
さ
れ
た
（
図
4
）
。
ボ
ッ
ク
ス
は
、
二
つ
の
透
明
サ
ル

用
実
験
ボ
ッ
ク
ス
を
連
結
し
た
も
の
で
、
予
備
訓
練
時
に
は
、
連
結
部
の
し
き
り
が
さ
れ
て
な
い
た
め
、
被
馬
体
は
左
右
の
ボ
ッ
ク
ス
問
を

自
由
に
移
動
で
き
た
。
ま
ず
被
験
体
は
、
向
か
っ
て
左
側
の
ボ
ッ
ク
ス
に
行
き
、
タ
ブ
を
引
き
抜
く
。
次
に
、
右
側
の
ボ
ッ
ク
ス
に
移
動
し
、

積
み
木
を
ス
ラ
イ
ド
さ
ぜ
、
積
み
木
の
下
に
置
か
れ
た
一
個
口
の
餌
を
と
る
。
最
後
に
も
う
～
度
、
左
側
の
ボ
ッ
ク
ス
に
移
動
し
、
積
み
木

が
ス
ラ
イ
ド
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
押
し
出
さ
れ
た
2
傭
目
の
餌
を
取
る
こ
と
を
訓
練
さ
れ
た
。
タ
ブ
が
積
み
木
の
ス
ラ
イ
ド
を
防
止
す
る
仕



透明な仕切り（予備実験時には開放）

簿騨

　　　図4　フサオマキザルにおける「協力」行動実験の装置1（協力解決装置）
（2つのサル用ボックスを連結させ，正薗に「協力」行動実験装置を取り付けk．向かって左側のボック

スには，タブの操作口が，右側のボックスには，積み木の操作口がある．タブと積み木はレールの上に羅

かれ，タブの左側と積み木の下には，餌が澱かれている．タブ側のボックスに入った被験体が，タブを引

き抜き，スライド側のボックスに入った被験体が，積み木をスライドすることによって，積み木の先端が

タブ側の餌を押し出す．一連の操作により，タブ側の個体は押し出された餌を，積み木側の個体は積み木

の下にある餌を得ることができる．予備実験では，連織部のしきりを解放し，1個体のみでボックス問を

移動し一連の操作を完了することにより，2つの餌を得ることを調練させた）

　　　　　　　　　　　　　透明な仕切り
@　　　　　　　　　　　　（予備実験時には開放）

^ブ　　　　　　　　　　　積み木

馨

ゾ蓑冶

怐f
ﾄ・鰍

駐

…鰍

餌〆
醤
、
業
姿

撰謬

擁醗
　譲

ダ・

七 　　　図5　フサオマキザルにおける「協力」行動実験の装置2（自力解決装置）

（2つのサル用ボックスを連結させ，正面に「自力」解決装概を取り付けた．基本的には図5で承した

「協力解決装｛鮒と類似だが，タブ翻の餌は，タブに直接取り付けられているため，タブを引き抜くだけ

で餌を取ることができる．また，脇力解決装置」と比べ，積み木の長さが短くなっているため，タブを

引き抜かなくとも積み木をスラ．イドして，下の餌を取ることができる．つまり，「自力解決装i翻では，

一逮の操作（タブを引ぎ抜く，積み木をスライドさせる）を完了しなくとも，それぞれ1つの操作によっ

て，1つの飼を取ることができる．予備実験では，連結部のしきりを解放し，1個体のみで2っの餌を取
ることを訓練させた）
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組
み
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
最
初
に
タ
ブ
を
引
き
抜
か
な
け
れ
ば
、
積
み
木
を
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
積
み
木
を
ス

ラ
イ
ド
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
個
目
の
餌
が
押
し
出
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
積
み
木
を
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
な
け
れ
ば
、
積
み
木

の
下
に
あ
る
一
個
目
の
餌
も
、
タ
ブ
の
左
側
に
あ
る
二
個
冒
の
餌
も
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
装
置
を
使
用
し
、
訓
練
を
行
っ

た
結
果
、
六
個
体
全
て
の
個
体
が
、
こ
れ
ら
の
一
連
の
行
動
を
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
二
つ
の
ボ
ッ
ク
ス
の
連
結
部
に
仕
切

り
を
挿
入
し
、
一
個
体
の
み
で
ど
ち
ら
か
一
方
の
ボ
ッ
ク
ス
に
い
る
場
合
、
つ
ま
り
、
ひ
と
り
で
は
一
連
の
行
動
を
完
了
で
き
な
い
場
合
に

は
、
タ
ブ
や
積
み
木
に
は
触
れ
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
テ
ス
ト
を
行
っ
た
。

　
テ
ス
ト
で
は
、
連
結
部
に
仕
切
り
を
入
れ
て
ボ
ッ
ク
ス
の
左
右
に
一
個
体
ず
つ
被
験
体
を
入
れ
、
二
個
体
で
自
発
的
に
「
分
業
」
し
て
餌

を
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
調
べ
た
。
そ
の
結
果
、
三
ペ
ア
と
も
に
、
自
発
的
に
「
分
業
」
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ボ
ッ
ク
ス
に
あ
る
餌

を
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
ペ
ア
間
で
、
入
る
ボ
ッ
ク
ス
を
替
え
る
こ
と
に
よ
り
、
役
割
が
交
代
し
て
も
、
全
て
の
ペ
ア
で
「
分
業
」
は
行
わ

れ
た
。
ま
た
、
初
國
の
「
協
力
」
成
功
試
行
以
降
、
ほ
ぼ
全
て
の
試
行
で
課
題
に
成
功
し
、
餌
を
得
る
ま
で
の
時
間
が
急
激
に
短
く
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
が
洞
察
的
に
協
力
課
題
を
解
決
し
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

　
次
の
実
験
2
で
は
、
実
験
1
で
用
い
た
装
置
（
協
力
解
決
装
置
）
と
、
新
規
に
「
自
力
解
決
装
置
」
（
図
5
）
を
導
入
し
た
。
「
自
力
解
決

装
置
㎏
で
は
、
タ
ブ
の
中
に
餌
が
埋
め
込
ま
れ
、
積
み
木
は
「
協
力
解
決
装
置
」
と
比
べ
短
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
「
協
力
」
し
な
く
と
も
、

自
分
で
タ
ブ
や
、
積
み
木
を
操
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
餌
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
相
手
の
「
協
力
」
が
必
要
な
場
合
（
協
力
解
決
装
置
）

と
、
必
要
で
な
い
場
合
（
自
力
解
決
装
置
）
で
は
、
ペ
ア
間
の
働
き
か
け
に
な
ん
ら
か
の
違
い
が
見
ら
れ
る
か
を
調
べ
た
。

　
実
験
1
の
予
備
訓
練
と
同
様
、
ま
ず
、
2
つ
の
サ
ル
用
ボ
ッ
ク
ス
の
連
結
部
を
開
放
し
、
被
三
体
を
個
別
に
ボ
ッ
ク
ス
中
に
入
れ
、
「
協

力
解
決
装
置
」
が
設
置
さ
れ
た
時
に
は
、
被
正
体
は
各
ボ
ッ
ク
ス
を
移
動
し
て
二
つ
の
餌
を
順
に
取
る
こ
と
を
、
「
自
力
解
決
装
置
」
が
設

置
さ
れ
た
時
に
は
、
タ
ブ
と
積
み
木
を
そ
れ
ぞ
れ
操
作
し
て
、
二
つ
の
餌
を
取
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
の
後
テ
ス
ト
と
し
て
、
2
つ
の
ボ

ッ
ク
ス
の
運
送
部
を
仕
切
り
、
左
右
の
ボ
ッ
ク
ス
に
1
個
体
ず
つ
被
詮
議
を
入
れ
、
「
協
力
解
決
装
置
」
と
「
自
力
解
決
装
置
」
を
設
置
し
、



行
動
の
違
い
を
ビ
デ
オ
分
析
し
た
。
分
析
の
結
果
、
積
み
木
側
の
ボ
ッ
ク
ス
に
入
っ
た
個
体
が
パ
ー
ト
ナ
ー
を
注
視
す
る
時
間
は
、
「
協
力

解
決
場
面
」
の
方
が
「
自
力
解
決
場
面
」
よ
り
も
有
意
に
長
く
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
積
み
有
徳
の
個
体
は
、
タ
ブ
側
の
個
体
の
役
割
を

理
解
し
、
タ
ブ
側
の
個
体
の
行
動
に
合
わ
せ
て
自
分
の
行
動
を
調
節
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
一
方
、
タ
ブ
側
に
入
っ
た
個

体
の
注
視
時
問
に
は
、
場
面
に
よ
る
有
意
な
差
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
注
視
時
間
の
差
が
、
積
み
木
側
の
個
体
に
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
は
、
「
協
力
解
決
場
面
」
に
お
い
て
、
タ
ブ
側
の
個
体
に
は
、
積
み
子
壷
の
個
体
を
注
視
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
実
際
、
「
協
力
解
決
場
面
」
で
は
、
タ
ブ
側
の
個
体
が
タ
ブ
を
引
き
抜
く
と
す
ぐ
に
、
積
み
木
摺
の
個
体
が
積
み
木
を
ス
ラ
イ

ド
さ
せ
、
両
者
が
餌
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
タ
ブ
側
の
個
体
が
、
積
み
木
側
の
個
体
を
注
視
す
る
た
め
の
時
間
自
体

も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
本
実
験
で
は
、
あ
る
特
定
の
個
体
が
ど
ち
ら
か
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
役
割
の
交
代
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
あ
る
特
定
の
個
体
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
行
動
に
合
わ
せ
て
、
自
分
の
行
動
を
調
節
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
全
て
の
個
体

が
担
う
役
割
に
応
じ
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
行
動
に
合
わ
せ
、
自
分
の
行
動
を
調
節
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
で
は
、
積
み
三
揃
の
個
体
は
、
タ
ブ
側
の
個
体
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
同
時
協
力
場
面
」
を
扱
っ
た
一

連
の
先
行
研
究
で
は
、
一
方
の
個
体
が
パ
ー
ト
ナ
ー
の
行
動
に
合
わ
せ
、
自
分
の
行
動
を
調
節
す
る
こ
と
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
役
割
を
理
解

で
き
る
こ
と
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
指
標
だ
け
で
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
か

を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
パ
ー
ト
ナ
ー
を
、
道
具
や
装
置
の
一
部
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
「
協
力
」
し
て
共
通
の

目
標
を
達
成
す
る
相
手
と
し
て
認
識
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
を
区
別
す
る
た
め
に
は
、
状
況
に
よ
っ
て
異
な
る
「
要
求
行
動
」
が

示
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
本
実
験
で
分
析
し
た
「
注
視
」
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
に
対
す
る
「
要
求
行
動
」
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は

単
純
に
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
る
た
め
の
観
察
行
動
で
あ
っ
た
か
を
分
離
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
本
実
験
で
は
、
発
声
や

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
使
っ
て
、
ペ
ア
間
で
意
思
伝
達
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
結
果
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
、
相
手
の

状
況
や
、
「
協
力
」
課
題
の
種
類
に
応
じ
て
、
異
な
る
要
求
行
動
を
必
要
と
す
る
実
験
状
況
を
設
定
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
役
割
を
ど
の
よ
う

新
世
界
ザ
ル
に
お
け
る
「
こ
こ
ろ
」
の
理
解

三
九
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に
認
識
し
て
い
る
か
を
詳
し
く
調
べ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
最
後
に
、
実
験
3
で
は
、
相
互
的
利
他
行
動
に
関
す
る
実
験
を
行
っ
た
。
餌
を
得
る
た
め
に
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
「
協
力
㎏
が
必
要
だ
が
、

当
該
の
試
行
で
餌
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
一
個
体
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
も
、
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
は
、
「
協

力
」
行
動
を
維
持
し
つ
づ
け
る
の
だ
ろ
う
か
。
装
置
は
、
実
験
1
と
同
一
だ
が
、
餌
は
、
積
み
木
の
下
に
し
か
置
か
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、

「
協
力
」
場
面
に
お
い
て
、
タ
ブ
側
の
個
体
が
タ
ブ
を
引
き
抜
い
て
も
、
餌
を
得
ら
れ
る
の
は
積
み
墨
黒
の
個
体
の
み
で
あ
っ
た
。
テ
ス
ト

は
一
試
行
ご
と
に
役
割
を
交
代
し
て
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
全
て
の
ペ
ア
で
協
力
行
動
は
維
持
さ
れ
、
た
と
え
当
該
の
試
行
で
タ
ブ
側
の
個

体
は
餌
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
く
と
も
、
タ
ブ
を
引
き
抜
く
行
動
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
以
上
の
結
果
よ
り
、
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
は
自
発
的
に
「
分
業
」
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
行
動
を
観
察
し
、
自
分
の
行
動
を
調
節
し
て
、
協
力

課
題
に
成
功
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
た
と
え
当
該
の
試
行
で
自
身
に
対
す
る
利
益
が
な
く
と
も
「
協
力
」
行
動

を
維
持
し
た
こ
と
か
ら
、
相
互
的
利
他
行
動
を
と
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
み
ら
れ
た
相
互
的
利
他
行
動
が
、
将
来

の
自
身
の
利
益
を
予
測
し
た
上
で
の
行
為
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
い
ま
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
役
調
を
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

　
二
・
三
　
「
欺
き
」
「
協
力
」
行
動
研
究
の
ま
と
め

　
「
欺
き
」
実
験
の
結
果
か
ら
、
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
は
、
誤
情
報
を
与
え
た
り
、
情
報
差
し
止
め
を
す
る
な
ど
し
て
、
優
位
個
体
を
「
欺

く
㎏
こ
と
が
添
唆
さ
れ
た
。
ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
自
発
的
に
「
協
力
旨
し
て
餌
を
得
る
こ
と
や
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
役
割
を
理
解
し
て
、
自

分
の
行
動
を
調
節
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
互
恵
的
利
他
行
動
を
と
る
こ
と
も
示
唆
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
得
ら

れ
た
結
果
は
、
意
図
的
な
「
欺
き
」
行
動
や
、
「
協
力
扁
行
動
の
可
能
性
を
、
明
確
に
支
持
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
曖
昧

な
結
果
に
な
っ
た
要
因
と
し
て
、
実
験
状
況
の
複
雑
さ
が
考
え
ら
れ
る
。
他
個
体
を
「
欺
い
た
り
」
、
「
協
力
扁
す
る
た
め
に
は
、
他
個
体
の



知
識
や
技
術
を
認
識
し
た
り
、
後
に
生
じ
る
利
益
と
損
失
な
ど
を
認
識
し
、
行
動
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
欺
き
」
や
「
協
力
」
行

動
が
必
要
と
な
る
場
面
は
、
単
に
他
者
の
内
的
状
態
を
認
識
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
上
の
複
雑
な
要
因
が
混
在
し
た
状
況
に
な
り
う
る
。

で
は
、
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
は
、
他
者
の
何
を
手
が
か
り
に
、
ど
の
よ
う
な
内
的
状
態
を
認
知
し
、
「
欺
き
」
や
「
協
力
」
と
い
っ
た
社
会
的

場
面
で
そ
れ
ら
の
能
力
を
発
揮
し
う
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
は
、
被
験
体
が
他
者
の
内
的
状
態
を
理
解
す
る
た

め
に
必
要
と
な
る
能
力
を
個
別
に
検
討
し
、
被
験
体
が
他
者
の
内
的
状
態
を
理
解
す
る
た
め
に
利
用
で
き
る
情
報
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ

る
。
以
下
で
は
、
他
者
を
意
図
的
に
「
欺
い
」
た
り
「
協
力
」
す
る
た
め
に
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
「
他
者
の
意
図
を
理
解
す
る
能
力
」
に

焦
点
を
あ
て
実
験
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
ω
他
者
の
知
識
を
認
知
す
る
能
力
、
②
社
会
的
文
脈
に
お
け
る
因
果
関
係
を
理
解
す
る
能

力
、
③
他
者
の
動
作
を
解
釈
す
る
能
力
、
の
三
つ
を
あ
げ
て
検
討
し
た
。

三
　
他
者
の
意
図
を
認
識
す
る
た
め
の
基
本
的
能
力
の
検
討

　
三
・
一
　
他
者
の
知
識
を
利
用
す
る
能
力

　
他
者
の
意
図
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
他
者
が
何
を
知
っ
て
お
り
、
何
を
知
ら
な
い
か
な
ど
、
他
者
が
持
つ
知
識
を
認
識
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
他
者
の
持
つ
知
識
を
理
解
す
る
能
力
の
基
礎
に
は
、
「
何
か
を
見
た
他
者
は
、
見
た
何
か
に
つ
い
て
の
知
識
を
も
っ
て
い
る
」

と
い
う
、
基
本
的
な
因
果
関
係
の
理
解
が
あ
る
。
先
行
研
究
よ
り
、
見
る
こ
と
と
知
る
こ
と
の
因
果
的
な
関
係
の
理
解
は
、
四
歳
以
上
の
ヒ

ト
幼
児
や
、
類
人
猿
に
は
可
能
だ
が
、
サ
ル
に
は
で
き
な
い
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
、
ア
カ

ゲ
ザ
ル
（
℃
o
＜
ぎ
Φ
臣
①
け
騨
r
H
O
り
ρ
お
露
）
で
行
わ
れ
た
研
究
と
類
似
の
手
続
き
を
用
い
、
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
に
見
る
こ
と
と
知
る
こ
と
の

因
果
関
係
が
認
識
で
き
る
か
を
調
べ
た
（
調
霞
。
象
含
P
2
普
P
司
蟷
《
巳
（
㌍
卿
駕
器
猛
p
。
る
O
O
u
。
”
内
＝
冠
○
ω
旺
日
P
閃
¢
暮
欝
》
α
碧
ぼ
”
H
≦
簿
ρ
俸

閃
¢
署
冠
b
O
O
ω
）
。

　
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
四
個
体
は
、
餌
カ
ッ
プ
の
中
を
「
覗
く
」
こ
と
に
よ
り
餌
の
あ
り
か
を
「
知
っ
て
い
る
」
訓
練
者
と
、
「
覗
か
な
い
」

新
世
界
ザ
ル
に
お
け
る
「
こ
こ
ろ
」
の
理
解

四
｝
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二

た
め
「
知
ら
な
い
」
訓
練
者
を
弁
別
す
る
こ
と
を
訓
練
さ
れ
た
。
ま
ず
、
実
験
者
が
不
透
明
ス
ク
リ
ー
ン
の
背
後
で
、
被
験
体
に
晃
え
な
い

よ
う
に
、
三
つ
の
餌
カ
ッ
プ
の
う
ち
ど
れ
か
　
つ
に
餌
を
隠
し
た
。
実
験
者
が
ス
ク
リ
ー
ン
を
取
り
、
立
ち
去
っ
た
後
、
「
知
っ
て
い
る
」

訓
練
者
が
登
場
し
、
餌
カ
ッ
プ
の
手
前
を
ゆ
っ
く
り
と
浮
か
し
、
顔
を
近
づ
け
て
、
カ
ッ
プ
の
中
を
一
つ
ず
つ
覗
い
た
。
続
い
て
「
知
ら
な

い
」
訓
練
者
が
登
場
し
、
「
知
っ
て
い
る
」
訓
練
者
と
岡
時
に
餌
カ
ッ
プ
を
指
で
触
れ
て
指
示
し
た
。
こ
の
時
、
「
知
っ
て
い
る
」
訓
練
者
は
、

常
に
餌
の
入
っ
て
い
る
餌
カ
ッ
プ
を
、
「
知
ら
な
い
」
訓
練
者
は
ラ
ン
ダ
ム
に
、
餌
カ
ッ
プ
を
指
示
し
た
。
被
験
体
が
「
知
っ
て
い
る
」
訓

練
者
の
指
示
し
て
い
る
餌
カ
ッ
プ
を
選
ん
だ
場
合
、
「
知
っ
て
い
る
」
訓
練
者
は
カ
ッ
プ
の
中
の
餌
を
手
渡
し
た
。
ま
た
、
「
知
ら
な
い
」
訓

練
者
が
指
示
し
た
餌
カ
ッ
プ
や
、
誰
も
指
示
し
て
い
な
い
餌
カ
ッ
プ
を
被
験
体
が
選
ん
だ
場
合
は
、
門
知
ら
な
い
」
訓
練
が
餌
カ
ッ
プ
の
中

身
を
見
ぜ
、
空
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
。
訓
練
の
初
期
段
階
で
は
、
あ
る
特
定
の
訓
練
者
の
指
示
に
の
み
従
う
傾
向
や
、
特
定
の
位
置
に

あ
る
餌
カ
ッ
プ
を
選
択
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
練
者
の
役
割
を
試
行
ご
と
に
変
え
、
正
解
す
る
ま
で
同
じ
試
行
を
続
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
て
の
個
体
が
「
知
っ
て
い
る
」
訓
練
者
の
指
示
し
た
餌
カ
ッ
プ
を
選
択
す
る
こ
と
を
学
習
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

以
上
の
手
続
き
で
は
、
「
知
っ
て
い
る
」
訓
練
者
の
み
が
餌
カ
ッ
プ
を
覗
く
こ
と
に
よ
り
、
結
果
的
に
「
知
っ
て
い
る
」
訓
練
者
の
み
が
餌

カ
ッ
プ
に
「
触
れ
る
」
こ
と
や
、
常
に
「
知
っ
て
い
る
」
訓
練
者
の
方
が
先
に
登
場
す
る
こ
と
が
、
二
種
類
の
訓
練
考
を
弁
別
す
る
た
め
の

手
が
か
り
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
「
知
ら
な
い
」
訓
練
者
も
、
全
て
の
餌
カ
ッ
プ
の
上
を
順
に
触
れ
る
よ
う
に
し
、
二

種
類
の
訓
練
者
の
登
場
順
序
も
試
行
ご
と
に
ラ
ン
ダ
ム
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
訓
練
を
続
け
た
。
そ
の
結
果
、
全
て
の
被
験
体
は
、
「
知

っ
て
い
る
」
訓
練
者
の
指
示
に
従
い
、
餌
の
入
っ
て
い
る
餌
カ
ッ
プ
を
選
択
す
る
こ
と
を
学
習
で
き
た
（
麟
罎
。
ω
げ
冒
辞
「
二
馨
P
閃
露
《
巳
（
汁

俸
竃
p
。
望
匿
る
0
8
）
。

　
で
は
、
何
を
手
が
か
り
に
、
被
験
体
は
「
知
っ
て
い
る
偏
訓
練
者
と
「
知
ら
な
い
砿
訓
練
者
を
弁
撤
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
訓
練
で
使

用
し
た
特
定
の
餌
カ
ッ
プ
に
対
す
る
、
特
定
の
「
覗
く
」
行
動
を
弁
別
手
が
か
り
と
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
五
種
類
の
色
も
形
も

異
な
る
餌
カ
ッ
プ
を
用
い
、
訓
練
と
確
認
テ
ス
ト
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
四
個
体
中
二
個
体
が
餌
カ
ッ
プ
の
種
類
を
多
様
化
さ
せ
て
も
、



正
し
く
「
知
っ
て
い
る
」
訓
練
者
の
指
示
に
従
う
こ
と
を
学
習
で
き
た
。
次
に
、
最
も
成
績
の
よ
か
っ
た
一
個
体
を
対
象
に
、
ω
ふ
た
を

開
け
て
覗
く
、
吻
引
き
出
し
を
引
き
出
し
て
覗
く
、
⑧
手
を
使
わ
ず
に
覗
き
込
む
な
ど
、
「
覗
く
し
行
動
を
多
様
化
さ
せ
た
テ
ス
ト
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
ど
の
新
奇
な
動
作
に
対
し
て
も
、
こ
の
個
体
は
、
正
し
く
旧
知
っ
て
い
る
」
訓
練
者
の
指
示
に
従
う
こ
と
が
で
き
た

（
丙
彗
。
ω
ぼ
B
P
両
ε
謬
斜
》
匹
鋤
。
耳
H
芝
讐
斜
卿
悶
蟷
葦
鉱
る
O
O
ω
）
。

　
こ
こ
ま
で
の
手
続
き
に
お
い
て
、
「
知
ら
な
い
」
訓
練
者
の
動
作
は
、
常
に
餌
カ
ッ
プ
の
上
を
触
る
、
あ
る
い
は
取
っ
手
に
触
れ
る
だ
け

で
あ
り
、
「
知
っ
て
い
る
」
訓
練
者
と
比
較
し
て
、
そ
の
行
動
の
量
は
「
覗
き
込
む
」
分
だ
け
少
な
く
な
っ
て
い
た
。
こ
の
点
が
、
二
種
類

の
訓
練
者
を
弁
別
す
る
際
の
手
が
か
り
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
「
知
ら
な
い
」
訓
練
者
の
行
動
を
、
ω
引
き
出
し
を
開

け
る
が
、
開
い
て
な
い
引
き
出
し
を
覗
き
こ
む
、
②
筒
に
対
し
て
、
一
歩
下
が
っ
た
と
こ
ろ
で
お
辞
儀
を
す
る
、
と
い
う
よ
う
に
、
「
知
っ

て
い
る
」
訓
練
者
と
行
動
の
量
は
同
じ
だ
が
、
対
象
を
覗
く
、
と
い
う
行
動
の
因
果
性
を
変
え
て
テ
ス
ト
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
個

体
は
、
正
し
く
「
知
っ
て
い
る
偏
訓
練
者
の
指
示
に
従
う
こ
と
が
で
き
た
（
内
彗
○
ω
三
ヨ
ρ
閃
昌
β
》
鳥
帥
0
9
H
芝
讐
P
塵
閃
ξ
巳
9
卜
。
O
O
ω
）
。

　
以
上
の
結
果
よ
り
、
少
な
く
と
も
一
個
体
の
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
は
、
訓
練
者
の
特
定
動
作
の
有
無
や
行
動
の
大
き
さ
と
い
っ
た
、
単
純
な

行
動
の
違
い
で
は
な
く
、
訓
練
者
の
持
つ
知
識
の
違
い
を
も
と
に
、
二
種
類
の
訓
練
者
を
弁
別
し
て
い
た
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
は
、
「
見
る
こ
と
」
に
よ
り
「
知
る
こ
と
」
に
な
る
と
い
う
因
果
関
係
を
認
識
で
き
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
こ
の

結
果
は
、
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
が
他
者
の
意
図
を
理
解
す
る
た
め
の
基
本
的
能
力
の
ひ
と
つ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
三
・
二
　
他
者
の
次
の
行
動
を
予
測
す
る
能
力

　
社
会
的
な
種
に
お
い
て
、
他
者
の
次
の
行
動
を
予
測
す
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
な
能
力
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
者
が
次
に
何
を
し
ょ

う
と
し
て
い
る
の
か
、
何
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
か
を
予
測
で
き
な
け
れ
ば
、
敵
対
者
か
ら
身
を
守
る
こ
と
も
で
き
な
い
し
、
「
欺
く
」

こ
と
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
で
は
、
何
を
手
が
か
り
と
し
て
、
他
者
の
次
の
行
動
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

新
世
界
ザ
ル
に
お
け
る
「
こ
こ
ろ
」
の
理
解

四
三
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四
四

　
手
が
か
り
の
一
つ
と
し
て
、
他
者
の
視
線
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ヒ
ト
は
、
他
者
が
何
を
見
て
い
る
か
、
ど
こ
を
見
て
い
る
か
を
認

識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
者
が
何
を
考
え
、
次
に
何
を
す
る
つ
も
り
な
の
か
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
し
d
餌
鉱
≦
罫
　
δ
り
ど
　
漁
り
8
…

】W

H
高
興
≦
o
諄
ぴ
藁
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Φ
ご
↓
o
ヨ
餌
ω
①
嬬
P
お
O
㎝
）
。
H
W
p
。
8
ご
一
O
o
げ
＠
8
0
簿
昌
も
ぴ
①
繋
囚
餌
吋
叢
巳
。
跨
1
ω
諺
三
8
0
犀
角
w
鋤
¢
匹
芝
巴
H
〈
①
鴫
（
お
O
し
。
）
は
、
三

歳
児
が
、
他
者
の
視
線
方
向
を
手
が
か
り
に
、
他
者
が
何
を
欲
し
が
っ
て
い
る
の
か
、
次
に
ど
こ
に
働
き
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
予

測
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
、
℃
げ
讐
管
ρ
芝
Φ
＝
ヨ
p
昌
讐
益
ω
℃
①
＝
ハ
㊦
（
N
O
O
b
。
）
は
、
　
＝
一
ヶ
月
児
や
　
四
ヶ
月
児
が
、
視

線
方
向
を
手
が
か
り
に
他
者
の
次
の
行
動
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
こ
と
を
示
し
た
。

　
ヒ
ト
以
外
の
霊
長
類
で
も
、
他
者
の
視
線
を
手
が
か
り
に
し
て
次
の
行
動
を
予
測
す
る
こ
と
は
斑
岩
な
の
だ
ろ
う
か
。
Q
Q
餌
暮
○
ω
　
窪
α

踏
簿
話
興
（
お
8
）
は
、
新
世
界
ザ
ル
に
属
す
る
ワ
タ
ボ
ウ
シ
タ
マ
リ
ン
（
貯
ミ
§
窃
◎
ミ
嘗
、
。
。
）
を
被
聖
体
と
し
、
他
者
の
視
線
方
向
を
季

が
か
り
に
他
者
の
次
の
行
動
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
調
べ
た
。
そ
の
結
果
、
ワ
タ
ボ
ウ
シ
タ
マ
リ
ン
は
、
ヒ
ト
謂
練
者
の
視
線
だ

け
を
手
が
か
り
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
視
線
と
頭
の
方
向
を
手
が
か
り
に
し
て
、
ヒ
ト
訓
練
者
が
次
に
何
を
し
ょ
う
と
し
て
い
る
か

を
予
測
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
。
で
は
、
同
じ
く
新
世
界
ザ
ル
に
属
す
る
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
は
、
他
者
の
視
線
方
向
を
手
が
か
り
に
次
の
行

動
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ω
讐
簿
。
ω
簿
H
孟
鵠
雲
ω
2
（
H
O
り
O
）
と
ほ
ぼ
岡
様
の
手
続
き
を
用
い
、
実
験
を

行
っ
た
（
》
薮
興
ω
o
p
欝
き
ω
｝
μ
冨
四
矯
溶
二
≦
善
鋤
郵
俸
守
㎞
冨
』
0
9
）
。

　
実
験
に
は
、
期
待
違
反
手
続
き
（
出
る
①
。
§
8
《
〈
δ
聾
凶
9
ρ
箕
8
巴
霞
Φ
）
を
用
い
た
。
期
待
違
反
手
続
き
と
は
、
主
と
し
て
言
語
獲
得

前
の
乳
児
を
対
象
に
し
た
テ
ス
ト
で
用
い
ら
れ
る
手
法
で
あ
り
、
最
近
、
ヒ
ト
幼
児
以
外
の
霊
長
類
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
被
験

児
（
体
V
は
、
複
数
の
馴
化
場
藤
を
提
示
さ
れ
る
。
そ
れ
に
続
い
て
二
つ
の
テ
ス
ト
場
面
を
提
示
さ
れ
る
。
二
つ
の
テ
ス
ト
場
面
の
う
ち
、

　
つ
は
「
①
×
O
①
0
8
α
①
〈
①
暮
扁
（
期
待
事
象
）
で
あ
り
、
馴
化
試
行
と
因
果
的
に
は
同
じ
事
象
が
提
示
さ
れ
る
。
も
う
　
つ
の
テ
ス
ト
場
面

は
、
「
§
①
×
℃
①
0
8
鳥
①
く
①
暮
㎏
（
期
待
違
反
事
象
）
で
あ
り
、
心
理
学
的
、
あ
る
い
は
物
理
学
的
な
法
則
か
ら
は
予
測
で
き
な
い
事
象
で
あ
る
。

も
し
、
被
験
児
（
体
）
が
、
こ
の
逸
脱
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
期
待
事
象
よ
り
も
期
待
違
反
事
象
で
の
注
視
時
間
が
長
く
な
る



と
予
測
さ
れ
る
（
b
ご
鋤
…
胃
α
q
①
O
P
お
り
庶
ω
℃
Φ
辱
ρ
δ
漣
）
。

　
実
験
は
、
被
馬
体
と
ヒ
ト
演
技
者
と
の
対
面
場
面
で
行
わ
れ
た
。
被
粉
体
と
ヒ
ト
演
技
者
の
間
に
は
テ
ー
ブ
ル
が
あ
り
、
テ
ー
ブ
ル
の
上

に
は
約
三
〇
セ
ン
チ
間
隔
を
あ
け
て
、
左
右
に
バ
ナ
ナ
と
り
ん
ご
が
置
か
れ
た
。
試
行
は
、
被
験
体
の
前
に
置
か
れ
た
不
透
明
の
ス
ク
リ
ー

ン
が
取
り
払
わ
れ
る
時
点
を
開
始
と
し
た
。
ヒ
ト
演
技
者
は
、
不
透
明
ス
ク
リ
ー
ン
が
取
り
払
わ
れ
る
と
す
ぐ
に
、
被
験
体
の
名
前
を
呼
ぶ

な
ど
し
て
、
被
上
体
の
注
意
を
引
い
た
。
被
重
体
の
注
意
が
ヒ
ト
訓
練
者
に
向
け
ら
れ
る
と
す
ぐ
に
、
ヒ
ト
演
技
者
は
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
の

バ
ナ
ナ
（
あ
る
い
は
、
り
ん
ご
）
に
視
線
と
頭
の
方
向
を
向
け
、
約
二
秒
聞
そ
れ
を
見
つ
め
た
。
そ
の
後
、
見
つ
め
た
物
体
（
バ
ナ
ナ
か
、

り
ん
ご
）
を
両
手
で
取
り
、
自
身
の
目
線
あ
た
り
ま
で
持
ち
上
げ
、
そ
の
場
で
と
ど
め
た
。
約
一
〇
秒
後
、
不
透
明
ス
ク
リ
ー
ン
が
被
験
体

の
前
に
置
か
れ
、
馴
化
試
行
一
試
行
を
終
了
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
馴
化
試
行
を
、
約
二
〇
秒
の
試
行
間
間
隔
を
は
さ
み
な
が
ら
、
四
試
行

繰
り
返
し
た
（
図
6
㈹
）
。
被
験
体
ご
と
に
、
ヒ
ト
演
技
者
が
視
線
を
向
け
る
物
体
は
、
変
え
ら
れ
た
。

　
次
に
、
二
つ
の
テ
ス
ト
試
行
（
期
待
テ
ス
ト
試
行
、
期
待
違
反
テ
ス
ト
試
行
）
を
一
試
行
ず
つ
、
個
体
ご
と
に
順
序
を
変
え
て
導
入
し
た
。

期
待
テ
ス
ト
試
行
で
は
、
ヒ
ト
演
技
者
は
、
馴
化
試
行
で
見
つ
め
た
物
体
と
は
逆
側
の
物
体
に
視
線
と
頭
の
方
向
を
向
け
（
約
二
秒
間
）
、

そ
の
物
体
を
両
手
で
持
ち
あ
げ
た
（
一
〇
血
温
）
（
図
6
㈲
）
。
こ
の
試
行
に
お
い
て
、
視
線
を
向
け
た
側
の
物
体
を
取
り
上
げ
る
と
い
う
因

果
関
係
は
、
馴
化
試
行
と
同
じ
で
あ
る
。
一
方
、
期
待
違
反
テ
ス
ト
試
行
で
は
、
ヒ
ト
演
技
者
は
、
馴
化
試
行
と
同
じ
側
の
物
体
に
視
線
と

頭
の
方
向
を
向
け
る
が
（
二
秒
閾
）
、
逆
側
の
物
体
を
持
ち
上
げ
た
（
一
〇
秒
間
）
（
図
6
㈲
）
。
視
線
を
向
け
た
物
体
と
は
、
異
な
る
物
体
を

手
に
取
る
と
い
う
行
動
は
、
興
味
の
突
然
の
変
化
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
心
理
的
因
果
関
係
に
反
し
た
動
作
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
。　

ヒ
ト
演
技
者
が
物
体
を
持
ち
上
げ
て
い
る
約
一
〇
上
間
に
お
い
て
、
被
馬
体
が
、
ヒ
ト
演
技
者
を
注
視
し
て
い
た
時
間
を
分
析
し
た
結
果
、

馴
化
試
行
の
一
試
行
目
に
比
べ
、
四
試
行
目
で
は
有
意
に
減
少
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
被
単
体
が
当
該
の
場
面
に
馴
化
し
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
つ
の
テ
ス
ト
試
行
間
で
の
平
均
注
視
時
間
に
は
、
統
計
約
に
有
意
な
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
「
フ

新
世
界
ザ
ル
に
お
け
る
「
こ
こ
ろ
」
の
理
解

四
五
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四
六

サ
オ
マ
キ
ザ
ル
は
、
他
者
の
視
線
と
頭
の
方
向
を

手
が
か
り
に
し
て
、
他
者
の
次
の
行
動
を
予
測
し

て
い
る
」
、
と
い
う
結
果
を
得
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
が
他
者
の
次
の
行
動

を
予
測
す
る
た
め
に
は
、
他
者
の
視
線
と
頭
の
方

向
だ
け
で
は
な
く
、
体
の
向
き
を
含
め
た
よ
り
大

き
い
情
報
が
必
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、

体
長
約
三
〇
セ
ン
チ
の
ハ
ン
ド
パ
ペ
ッ
ト
を
用
い
、

ハ
ン
ド
パ
ペ
ヅ
ト
が
、
視
綿
㎜
、
頭
、
体
を
向
け
た

側
の
物
体
を
手
に
と
る
場
合
と
、
一
側
の
物
体
を

手
に
取
る
場
合
で
は
、
被
験
体
の
注
視
時
間
に
差

が
見
ら
れ
る
の
か
を
調
べ
た
。
彼
ら
の
体
サ
イ
ズ

に
近
い
ハ
ン
ド
パ
ペ
ッ
ト
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
彼
ら
の
興
味
を
引
く
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、

視
線
や
頭
の
方
向
だ
け
で
な
く
、
体
全
体
の
向
き

を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
（
図

7
）
。
ヒ
ト
演
技
者
の
代
わ
り
に
、
ハ
ソ
ド
パ
ペ

ッ
ト
が
演
技
を
見
せ
た
こ
と
以
外
は
、
先
の
実
験

と
全
く
同
じ
手
続
き
で
行
っ
た
。
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（a）　Expected　test　trial

（b）　Unexpected　test　trial

図7　各試行におけるハソドパペットの一連の動作
　　　（（a）期待テスト試行，（b）期待違反テスト試行）

　
結
果
、
ハ
ソ
ド
パ
ペ
ッ
ト
が
物
体
を
持
ち
上
げ
て
い
る
場
面
（
一
〇
陰
間
）
に
お

け
る
、
被
落
体
の
注
視
時
間
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
馴
化
試
行
の
一
試
行
目
と
比
べ

て
四
試
行
目
で
は
、
有
意
に
平
均
注
視
時
間
が
減
少
し
た
。
ま
た
、
二
つ
の
テ
ス
ト

試
行
間
で
は
、
期
待
違
反
テ
ス
ト
試
行
に
お
け
る
平
均
注
視
時
間
の
方
が
、
期
待
テ

ス
ト
試
行
よ
り
も
有
意
に
長
く
な
っ
た
。
こ
の
結
果
は
、
ハ
ソ
ド
パ
ペ
ッ
ト
を
演
技

者
と
し
て
使
用
し
、
視
線
と
頭
の
方
向
に
加
え
て
体
の
向
き
を
手
が
か
り
に
加
・
兇
る

こ
と
で
、
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
も
他
者
の
次
の
行
動
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
。

　
以
上
の
結
果
か
ら
、
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
は
、
ヒ
ト
訓
練
者
の
視
線
と
頭
の
方
向
を

手
が
か
り
に
し
て
、
次
の
行
動
を
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

自
身
と
体
サ
イ
ズ
の
似
た
演
技
者
（
ハ
ン
ド
パ
ペ
ッ
ト
）
の
身
体
全
体
の
向
き
を
手

が
か
り
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
フ

サ
オ
マ
キ
ザ
ル
が
、
ハ
ン
ド
パ
ペ
ッ
ト
を
、
何
ら
か
の
意
図
を
持
つ
存
在
と
し
て
認

識
し
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
今
後
、
同
種
他
個
体
と
の
社
会
的
な
場
面
に
お
い

て
、
視
線
や
頭
、
身
体
の
向
き
な
ど
が
、
次
の
行
動
の
予
測
に
ど
の
よ
う
に
役
立
っ

て
い
る
か
を
調
べ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

三
・
三
　
社
会
的
場
面
に
お
い
て
文
脈
を
理
解
す
る
能
力

ヒ
ト
以
外
の
霊
長
類
は
、
社
会
的
文
脈
を
理
解
し
、
そ
れ
に
従
っ
た
行
動
を
と
る

四
七
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四
八

こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
他
者
の
次
の
行
動
を
予
測
す
る
た
め
に
、
社
会
的
文
脈
の
違
い
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ

う
か
。
℃
o
〈
ぎ
Φ
葺
四
声
田
○
望
〆
カ
①
雲
×
b
巳
し
d
δ
吋
ω
o
げ
毛
黛
・
δ
（
日
8
0
。
）
は
、
結
果
的
に
は
同
じ
事
態
を
も
た
ら
す
行
為
が
、
意
図
的
な
行

為
で
あ
る
か
、
偶
然
、
あ
る
い
は
不
注
意
の
行
為
で
あ
る
か
を
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
が
弁
別
で
き
る
か
調
べ
た
。
三
人
の
訓
練
者
の
う
ち
　
人

は
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
が
欲
し
が
っ
た
餌
を
意
図
的
に
手
渡
す
こ
と
を
た
め
ら
っ
た
り
、
食
べ
て
し
ま
う
演
技
を
し
た
。
も
う
一
人
は
、
チ
ン

パ
ン
ジ
…
が
欲
し
が
っ
た
餌
を
手
渡
そ
う
と
す
る
が
、
別
の
演
技
者
に
よ
っ
て
そ
れ
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
演
技
を
行
っ
た
。
最
後
の
一
人
は
、

常
に
チ
ソ
バ
ソ
ジ
ー
が
欲
し
が
っ
た
餌
を
手
渡
し
た
。
そ
の
結
果
、
チ
ソ
バ
ソ
ジ
ー
の
三
人
の
訓
練
者
に
対
す
る
選
好
に
有
意
な
差
が
み
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
が
他
者
の
行
為
の
意
図
性
と
偶
然
性
あ
る
い
は
、
不
注
意
な
行
為
の
弁
別
が
で
き
る
、
と
い
う
結

論
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
一
方
、
0
9
。
嵩
騨
乱
頭
。
ヨ
鋤
ω
Φ
＝
o
（
お
①
c
。
）
は
、
ヒ
ト
の
二
歳
児
と
三
歳
児
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
（
㌘
誌
。
露
§
禽
§
）

の
三
種
を
対
象
に
、
他
者
の
行
為
が
意
図
的
か
、
偶
然
的
か
を
弁
別
で
き
る
か
ど
う
か
調
べ
た
。
そ
の
結
果
、
三
種
の
被
身
体
（
児
）
は
、

い
ず
れ
も
、
訓
練
者
の
意
図
性
に
関
し
て
、
何
ら
か
の
理
解
を
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
実
験
手
続
き
で
は
、

意
図
性
の
違
い
が
行
動
の
違
い
に
如
実
に
表
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
被
験
児
（
体
）
は
単
純
に
そ
の
行
動
を
弁
落
し
た
に
過
ぎ
な
い
可
能

性
も
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
ヒ
ト
以
外
の
霊
長
類
が
、
他
者
の
行
為
の
意
図
性
を
正
し
く
理
解
で
き
る
と
い
う
積
極
的
な
証
拠
は
な
い
。

そ
こ
で
、
期
待
違
反
手
続
き
を
用
い
、
ヒ
ト
訓
練
者
と
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
が
対
面
す
る
場
面
に
お
い
て
、
そ
こ
で
生
じ
る
社
会
的
文
脈
を
手

が
か
り
に
、
被
験
体
が
他
者
の
意
図
し
て
い
る
行
為
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
調
べ
た
。

　
実
験
は
、
サ
ル
用
実
験
ケ
ー
ジ
三
つ
に
個
別
に
被
験
体
を
入
れ
、
そ
れ
ら
を
3
つ
並
べ
、
三
個
体
の
サ
ル
と
ヒ
ト
訓
練
者
一
名
が
対
面
す

る
形
で
行
っ
た
（
図
8
）
。
両
端
の
二
つ
の
ケ
ー
ジ
に
は
、
一
つ
の
側
面
に
ス
リ
ッ
ト
（
二
三
×
三
セ
ン
チ
）
が
あ
り
、
中
央
ケ
ー
ジ
に
は
隣

り
合
う
二
つ
の
側
面
に
ス
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
三
試
行
の
馴
化
試
行
で
は
、
両
端
の
二
つ
の
ケ
ー
ジ
の
ス
リ
ッ
ト
は
開
け
ら
れ
て
い
る
が
、
中

央
ケ
ー
ジ
の
ス
リ
ッ
ト
は
閉
め
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
左
右
の
ケ
ー
ジ
に
入
っ
た
個
体
は
、
ス
リ
ッ
ト
か
ら
手
を
伸
ば
し
て
、
ヒ
ト
訓
練



者
が
差
し
出
し
た
餌
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
中
央
の
ケ
ー
ジ
に
入
っ
た
個
体
は
、
餌
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
翻
化
試
行
の
初
め
、
ヒ
ト
訓
練
者
は
、
左
右
の
ど
ち
ら
か
の
ケ
ー
ジ
に
身
体
と
頭
を
向
け
、
個
体
の
名
前
を
呼
び
、
注
意
を
引
い
た
。
そ

の
後
、
呼
び
か
け
た
被
芸
体
と
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
が
と
れ
る
と
す
ぐ
に
、
そ
の
個
体
と
中
央
ケ
ー
ジ
の
間
に
餌
を
の
せ
た
手
を
差
し
出
し
た
。

手
を
差
し
出
し
た
位
置
は
、
中
央
ケ
ー
ジ
の
ス
リ
ッ
ト
が
開
い
て
い
れ
ぽ
、
中
央
個
体
も
手
を
伸
ば
し
、
餌
を
取
る
の
に
十
分
な
距
離
で
あ

っ
た
（
図
8
×
印
の
箇
所
）
。
こ
の
一
連
の
馴
化
試
行
を
三
試
行
繰
り
返
し
た
後
、
ヒ
ト
訓
練
者
は
中
央
ケ
ー
ジ
の
二
つ
の
ス
リ
ッ
ト
を
開

け
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
続
く
二
つ
の
テ
ス
ト
試
行
で
は
、
中
央
個
体
も
ス
リ
ッ
ト
か
ら
手
を
伸
ば
し
、
餌
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
期
待
テ
ス
ト
試
行
で
は
、
ヒ
ト
訓
練
者
が
、
馴
化
試
行
で
呼
び
か
け
た
個
体
と
は
、
逆
の
個
体
に
身
体
を
向
け
、
呼
び
か
け
を
行
っ
た
。

そ
し
て
、
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
っ
た
後
、
そ
の
個
体
と
中
央
個
体
と
の
間
に
餌
を
差
し
出
し
た
。
こ
の
場
面
は
、
呼
び
か
け
る
個
体
が
変

わ
っ
た
だ
け
で
、
ヒ
ト
訓
練
者
に
名
前
を
呼
び
か
け
ら
れ
、
注
意
を
向
け
ら
れ
た
個
体
が
餌
を
与
え
ら
れ
る
、
と
い
う
社
会
的
文
脈
に
は
違

反
し
な
い
場
面
で
あ
っ
た
。
｝
方
、
期
待
違
反
テ
ス
ト
試
行
で
は
、
ヒ
ト
訓
練
者
は
、
馴
化
試
行
と
同
じ
個
体
を
呼
び
か
け
、
ア
イ
コ
ン
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ト
を
と
っ
た
。
し
か
し
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
が
取
れ
る
と
す
ぐ
に
、
ヒ
ト

hurdle

key

× Monkey

Moi

Monkey
×

㊥
図8　3つのテストケージの配置と
　ヒト訓練者の位置（上から見た図）

（ヒト訓練者の前にサル用テストケージを並

列に3つ並べた．太線はそれぞれのケージに

あるスリッF（3×24cm）を示す．馴化試
行では，左右のケージのスリッ5のみを開放

し，2つのテスト試行では，全てのケージの

スリッ5を開放した．×印は，ヒト訓練潜が

餌をのせた手を差し出す位置を示す）

訓
練
者
は
身
体
の
向
き
を
変
え
、
逆
臣
の
個
体
と
中
央
個
体
の
聞
に
餌
を

差
し
出
し
た
。
こ
の
場
面
は
、
ヒ
ト
訓
練
者
と
呼
び
か
け
ら
れ
た
個
体
と

の
間
に
生
じ
る
社
会
的
文
脈
に
反
す
る
場
面
で
あ
る
と
雷
え
る
。
も
し
、

中
央
個
体
が
、
ヒ
ト
訓
練
者
は
、
名
前
を
呼
ん
で
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
と

っ
た
個
体
側
に
餌
を
渡
す
、
と
い
う
社
会
的
文
脈
に
馴
化
し
て
い
た
な
ら

ぽ
、
テ
ス
ト
試
行
に
お
い
て
、
ヒ
ト
訓
練
者
が
餌
を
渡
そ
う
と
し
て
い
る

個
体
、
つ
ま
り
名
前
を
呼
ば
れ
て
い
る
個
体
の
近
く
で
滞
在
し
、
餌
を
奪

お
う
と
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
名
前
を
呼
び
か
け
ら
れ
た
個

四
九
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体
は
、
ヒ
ト
訓
練
者
に
名
前
を
呼
ば
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
餌
を
与
え
ら
れ
る
と
い
う
社
会
的
文
脈
を
理
解
し
て
い
れ
ば
、
名
前
を
呼
ば
れ

な
く
て
、
餌
も
与
え
ら
れ
な
い
試
行
（
期
待
試
行
）
と
、
名
前
を
呼
ば
れ
な
が
ら
、
餌
が
与
え
ら
れ
な
い
試
行
（
期
待
違
反
試
行
）
と
の
間

で
は
、
な
ん
ら
か
の
行
動
に
違
い
が
み
ら
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　
実
験
の
結
果
、
ど
ち
ら
の
テ
ス
ト
試
行
に
お
い
て
も
、
中
央
個
体
は
餌
を
奪
い
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ヒ
ト
訓

練
者
が
「
方
の
個
体
に
呼
び
か
け
て
い
る
間
、
中
央
個
体
が
ど
ち
ら
側
の
個
体
の
近
く
で
滞
在
し
て
い
た
か
を
ビ
デ
オ
分
析
し
た
結
果
、
中

央
個
体
は
、
ヒ
ト
訓
練
者
が
呼
び
か
け
て
い
る
個
体
の
近
く
で
長
く
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
ヒ
ト
醐
練
者
が
、
左
右

ど
ち
ら
の
個
体
に
餌
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
、
ヒ
ト
訓
練
者
の
呼
び
か
け
行
動
を
も
と
に
、
予
測
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

次
に
、
餌
を
与
え
ら
れ
た
個
体
が
、
餌
を
食
べ
て
い
る
約
1
0
秒
間
に
つ
い
て
、
中
央
岩
体
が
「
食
べ
て
い
る
個
体
」
、
「
反
対
側
の
個
体
」
、

「
ヒ
ト
訓
練
者
」
を
注
視
し
て
い
た
時
間
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
期
待
試
行
と
期
待
違
反
試
行
に
お
け
る
、
三
週
掛
対
す
る
中
央
個
体

の
注
視
時
間
の
割
舎
に
は
、
有
意
な
差
が
見
ら
れ
た
。
「
食
べ
て
い
る
個
体
」
に
対
す
る
注
視
時
習
の
割
合
は
、
期
待
試
行
で
の
方
が
期
待

違
反
試
行
よ
り
も
多
く
な
る
の
に
対
し
、
「
反
対
側
の
個
体
」
や
「
ヒ
ト
訓
練
者
偏
に
対
す
る
注
視
時
間
の
割
合
は
、
期
待
違
反
試
行
の
方

が
多
く
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
二
つ
の
テ
ス
ト
試
行
に
お
い
て
、
餌
を
食
べ
て
い
た
の
は
常
に
同
じ
個
体
で
あ
る
。
異
な
る
の
は
、
そ
の

個
体
が
事
前
に
ヒ
ト
訓
練
者
に
名
前
を
呼
ば
れ
て
い
た
か
、
い
な
か
っ
た
か
で
あ
る
。
中
央
個
体
は
、
自
分
の
予
測
外
の
結
果
と
な
っ
た
期

待
違
反
試
行
に
お
い
て
、
餌
を
与
え
ら
れ
る
は
ず
だ
っ
た
「
反
対
側
の
個
体
」
と
、
予
測
外
の
行
動
を
と
っ
た
「
ヒ
ト
訓
練
者
」
に
対
し
て

視
線
を
配
る
こ
と
に
よ
り
、
今
起
こ
っ
て
い
る
状
況
の
確
認
を
お
こ
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
ま
た
、
二
つ
の
テ
ス
ト
試
行
に
お
い
て
、
馴
化
試
行
で
名
前
を
呼
ば
れ
て
い
た
個
体
の
注
視
時
間
の
割
合
を
分
析
し
た
。
分
析
の
結
果
、

期
待
違
反
試
行
で
の
「
ヒ
ト
訓
練
者
」
に
対
す
る
注
視
時
間
の
割
合
は
、
期
待
試
行
に
お
け
る
そ
れ
よ
り
も
、
有
意
に
多
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
つ
ま
り
、
自
分
が
名
前
を
呼
ば
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
餌
が
対
面
個
体
に
わ
た
っ
た
場
面
で
は
、
ヒ
ト
訓
練
者
に
対
す
る
注
視
蒔

間
の
割
合
が
多
く
な
っ
た
。



　
以
上
の
結
果
か
ら
、
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
に
は
、
自
分
と
他
者
と
の
社
会
的
文
脈
だ
け
で
な
く
、

に
入
れ
た
、
他
者
の
行
動
の
予
測
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

他
個
体
間
に
起
こ
る
社
会
的
文
脈
も
考
慮

　
三
・
四
　
意
図
を
認
識
す
る
た
め
の
基
本
的
能
力
に
つ
い
て
の
ま
と
め

　
他
者
の
意
図
を
認
識
す
る
た
め
の
基
本
的
能
力
と
し
て
、
ω
他
者
の
知
識
を
認
識
す
る
能
力
、
②
他
者
の
次
の
行
動
を
予
測
す
る
能
力
、

㈹
社
会
的
場
面
に
お
い
て
文
脈
を
理
解
す
る
能
力
の
三
つ
に
つ
い
て
、
個
溺
に
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
は
、
見
る
こ

と
に
よ
っ
て
「
知
っ
て
い
る
」
訓
練
者
と
、
見
な
い
た
め
に
「
知
ら
な
い
」
訓
練
者
の
弁
別
を
、
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
ま
た
、
少
な
く
と
も
1
個
体
の
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
は
、
餌
カ
ッ
プ
や
訓
練
者
の
行
動
を
多
様
化
さ
せ
て
も
、
「
知
っ
て
い
る
」

訓
練
者
と
、
「
知
ら
な
い
訓
練
者
」
の
弁
別
を
維
持
で
き
た
こ
と
か
ら
、
見
る
こ
と
と
知
る
こ
と
の
因
果
関
係
が
理
解
で
き
る
こ
と
が
示
唆

さ
れ
た
。
他
者
の
視
線
方
向
を
手
が
か
り
に
し
た
次
の
行
動
の
予
測
で
は
、
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
は
、
ヒ
ト
演
技
者
の
視
線
と
頭
の
方
向
を
手

が
か
り
に
し
て
、
次
の
行
動
を
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
彼
ら
の
体
サ
イ
ズ
に
近
い
ハ
ン
ド
パ
ペ
ッ
ト
を
演
技
者
に
し
た
場
合

で
は
、
ハ
ン
ド
パ
ペ
ッ
ト
の
身
体
全
体
の
向
き
を
手
が
か
り
に
、
次
の
行
動
の
予
測
を
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
と
い
う
結
果
を
得
た
。
ま
た
、

社
会
的
文
脈
の
理
解
に
関
し
て
は
、
自
身
と
他
個
体
と
の
根
互
交
渉
だ
け
で
な
く
、
他
者
間
の
相
互
交
渉
も
理
解
し
て
、
他
者
の
行
動
の
予

測
が
で
き
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
の
結
果
か
ら
、
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
は
意
図
的
な
「
欺
き
」
や
、
「
協
力
」
を
行
う
た
め

に
、
他
者
の
意
図
を
理
解
す
る
た
め
の
基
本
的
な
能
力
を
有
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
が
実
際
に
そ
れ
ら
の
能
力
を
利
用
し
て
、
意
図
的
な
「
欺
き
」
や
、
「
協
力
」
を
行
っ
た
と
い
う
明
白
な
結
果
を

得
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
意
図
的
な
「
欺
き
」
や
「
協
力
」
の
生
起
に
は
、
こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
能
力
だ
け
で
な
く
、
「
欺
こ
う
」
と

す
る
他
者
や
、
一
緒
に
「
協
力
」
し
ょ
う
と
す
る
他
者
が
、
ど
の
よ
う
な
性
質
を
持
っ
た
者
で
あ
る
か
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

新
世
界
ザ
ル
に
お
け
る
「
こ
こ
ろ
」
の
理
鯉
…

五
一



哲
学
研
究
　
第
五
百
七
十
八
号

五
二

四
　
社
会
的
場
面
に
お
け
る
他
個
体
の
認
識

　
他
者
を
「
欺
い
て
砿
利
益
を
得
る
た
め
に
は
、
「
こ
の
他
者
は
、
こ
の
よ
う
な
場
面
で
は
こ
の
よ
う
に
行
動
す
る
に
違
い
な
い
」
、
あ
る
い

は
「
こ
の
他
者
は
、
こ
の
よ
う
な
場
面
で
は
、
自
分
が
こ
の
よ
う
に
ふ
る
ま
え
ば
、
こ
の
よ
う
に
思
う
に
違
い
な
い
扁
と
い
う
よ
う
に
、
相

手
と
状
況
に
応
じ
て
、
そ
の
相
手
の
内
的
状
態
を
認
識
し
、
対
応
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
他
者
と
「
協
力
」
し
て
利
益
を
得
る
た

め
に
は
、
そ
の
他
者
が
、
自
分
の
「
協
力
扁
に
対
し
て
ど
の
程
度
の
報
酬
を
与
え
て
く
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
即
時
的
な
利
益
に
つ
な
が

ら
な
く
と
も
、
い
っ
か
必
ず
利
益
に
つ
な
が
る
こ
と
を
予
測
で
き
る
相
手
か
を
認
識
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
対
応
を
と
る
必
要
が
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
意
図
的
な
「
欺
き
」
や
、
「
協
力
」
に
よ
り
、
利
益
を
得
る
た
め
に
は
、
相
対
す
る
他
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

ー
を
持
ち
、
同
じ
状
況
下
に
お
い
て
も
異
な
る
内
的
状
態
を
も
つ
こ
と
や
、
同
じ
行
動
で
も
、
そ
の
解
釈
が
異
な
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
現
在
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
、
ヒ
ト
以
外
の
動
物
が
、
順
位
関
係
と
は
別
に
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
～
と
し
て
他
個
体
の
性
質
を
認
識
し
、

そ
の
性
質
に
応
じ
て
他
者
の
行
為
を
解
釈
し
て
い
る
か
を
調
べ
た
研
究
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
他
個
体
が
誰

で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
他
者
の
行
為
の
解
釈
が
異
な
る
こ
と
を
暗
示
す
る
よ
う
な
資
料
を
「
他
者
の
失
敗
行
動
か
ら
、
成
功
行
動
を
学
習
す

る
」
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
調
べ
た
研
究
か
ら
得
た
。
以
下
で
、
そ
の
概
略
を
紹
介
す
る
。

　
四
・
一
　
他
者
の
失
敗
行
動
か
ら
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

　
黒
島
、
葉
畑
、
藤
田
（
二
〇
〇
四
）
は
、
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
三
個
体
を
被
三
体
と
し
、
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
が
他
者
の
失
敗
行
動
を
観
察
す

る
こ
と
に
よ
り
、
成
功
行
動
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
調
べ
た
。

　
テ
ー
ブ
ル
を
は
さ
ん
で
ヒ
ト
訓
練
者
と
サ
ル
が
対
薗
し
て
座
っ
た
。
テ
…
ブ
ル
の
中
央
に
は
、
餌
の
入
っ
た
餌
箱
が
あ
る
。
餌
箱
に
は
、



見
た
目
は
同
じ
だ
が
開
け
方
の
異
な
る
二
種
類
（
ブ
タ
開
、
ソ
コ
開
）
を
使
用
し
た
（
図
9
）
。

　
ヒ
ト
訓
練
者
は
一
つ
目
の
餌
箱
を
開
閉
す
る
場
面
を
被
験
体
に
見
せ
、
餌
箱
を
閉
め
た
状
態
で
被
験
体
に
渡
し
た
。
被
験
体
は
、
ヒ
ト
訓

練
者
と
同
じ
開
け
方
で
餌
箱
を
開
け
、
中
の
餌
を
得
る
こ
と
を
訓
練
さ
れ
た
。
続
い
て
二
つ
圏
の
館
箱
を
導
入
し
、
同
様
の
手
続
き
で
訓
練

を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
二
〇
試
行
）
中
に
、
試
行
ご
と
に
ラ
ン
ダ
ム
に
ど
ち
ら
の
二
丁
が
提
示
さ
れ
て
も
、
ヒ
ト
訓
練
者

と
同
じ
開
け
方
を
す
れ
ぽ
、
餌
箱
を
開
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
の
後
、
テ
ス
ト
と
し
て
、
見
た
目
は
同
じ
だ
が
ど
ち
ら

の
方
法
で
も
あ
け
る
こ
と
が
で
き
る
第
三
の
餌
箱
を
使
用
し
、
ヒ
ト
訓
練
者
が
餌
箱
を
開
け
る
の
に
失
敗
し
て
開
け
ら
れ
な
い
場
面
を
見
せ
、

そ
の
ま
ま
餌
箱
を
被
験
体
に
渡
し
た
。
被
罪
体
は
、
見
た
目
は
同
じ
で
も
、
餌
箱
の
開
け
方
に
は
二
つ
の
方
法
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。

も
し
、
他
者
の
失
敗
行
動
か
ら
成
功
行
動
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
ヒ
ト
訓
練
者
が
一
方
の
方
法
で
失
敗
し
た
こ
と
を
観
察
し
た
場
合
、

ヒ
ト
訓
練
者
と
は
逆
の
方
法
で
餌
箱
を
開
け
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。

　
実
験
の
結
果
、
ヒ
ト
訓
練
者
が
一
方
の
方
法
で
餌
箱
を
開
け
る
の
に
失
敗
し
て
も
、
逆
の
方
法
で
有
意
に
開
け
る
と
い
う
結
果
を
得
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
他
者
の
失
敗
行
動
か
ら
成
功
行
動
を
導
く
に
は
、
自
ら
の
失
敗
行
動
か
ら
成
功
行
動
を
導
く
と
い
う
経
験
が
必
要
で

あ
っ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
実
験
2
で
は
、
被
岩
体
に
ヒ
ト
訓
練
者
の
モ
デ
ル
な
し
に
餌
箱
を
渡
し
、
一
方
の
方
法
で
失
敗
し

た
場
合
に
は
、
逆
の
方
法
を
と
る
こ
と
で
餌
箱
を
開
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
経
験
さ
せ
た
。

実
験
2
で
は
、
全
て
の
個
体
が
、
　
度
失
敗
し
た
ら
す
ぐ
に
逆
の
方
法
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
テ
ス
ト
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
実
験
1
の
結
果
と
比
較
す
る
と
、
ヒ
ト
訓
練
者
の
失
敗
行
動
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
成
功
行
動
を
導
く
回
数
は
、
若
干

増
加
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
行
動
を
詳
し
く
分
析
す
る
と
、
他
者
の
失
敗
行
動
を
観
察
し
た
際
に
、
逆
の
方
法
を
有
意
に
多
く
と
る
の
で

は
な
く
、
ヒ
ト
訓
練
者
の
モ
デ
ル
な
し
に
餌
箱
だ
け
を
渡
さ
れ
た
場
合
に
、
ま
ず
自
分
で
開
け
よ
う
と
し
た
方
法
と
、
嵩
じ
方
法
を
と
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
ヒ
ト
訓
練
者
の
成
功
行
動
に
は
従
う
が
、
失
敗
行
動
は
無
視
し
て
、
ヒ
ト
訓
練
者
の
モ
デ
ル
が
な
い
と
き
と
同

じ
行
動
を
取
る
こ
と
が
認
め
さ
れ
た
。
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
に
と
っ
て
は
、
ヒ
ト
訓
練
者
の
行
動
よ
り
も
、
同
種
他
個
体
の
行
動
を
手
が
か
り

新
世
界
ザ
ル
に
お
け
る
「
こ
こ
ろ
」
の
理
解

五
一
二



（a） （b）

　　　　　　　　　　図9　実験で用いた餌箱
（（a）ブタ型：7タが開くが，底は開かない．（b）底型：底は開くが，ブタは開かない）

　　　　　　　　　　　図10対面場面での実験の様子（実験3）
（2つのケージの間にテーブルを挟み，2個体の被験体を対面させた．ヒト訓練者が2つのケージの間に

立ち，一方の個体に餌箱を渡す．その個体が最初に開けようとした方法で餌箱を開けることができれば，

試行は終了する．最初の個体が最初の方法で餌箱を開けるのに失敗すると，ヒト訓練者は餌箱を逆側の個

体の方へ近づけた．このとき，もし逆側の個体が他者の失敗行動から成功行動を学習することができるな

ら，最初の個体が失敗した方法とは逆の方法をとるだろう）

五
四
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けることに成功した）

に
す
る
方
が
容
易
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
、
実
験
3
で
は
、
二
個
体
の
サ
ル
を
対

面
さ
せ
て
実
験
を
行
っ
た
。

　
実
験
3
の
結
果
、
あ
る
被
験
体
（
漂
ひ
q
導
§
）
は
、
あ
る
若
齢
個
体
（
齪
⇔
甑
餌
）

の
失
敗
行
動
を
見
た
後
で
は
、
最
初
に
自
分
に
餌
箱
が
渡
さ
れ
た
と
き
と
同
じ
方

法
で
餌
箱
を
開
け
よ
う
と
す
る
の
に
対
し
、
別
の
個
体
（
内
灘
一
）
の
失
敗
行
動
を

見
た
後
で
は
、
有
意
に
逆
の
方
法
を
と
っ
て
餌
箱
を
開
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
（
図
1
1
）
。

　
こ
れ
ら
の
実
験
の
結
果
よ
り
、
少
な
く
と
も
一
個
体
の
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
は
、

他
者
の
失
敗
行
動
か
ら
有
意
に
成
功
行
動
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
成
功
個
体
（
国
α
q
B
8
）
の
行
動
を
詳
し
く
調
べ
た
と
こ

ろ
、
相
対
す
る
個
体
の
違
い
に
よ
っ
て
行
動
を
変
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

こ
の
結
果
は
、
他
者
の
行
動
の
意
図
を
理
解
す
る
能
力
は
持
ち
つ
つ
も
、
相
手
個

体
と
の
関
係
に
よ
っ
て
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を
取
る
か
が
変
わ
っ
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ヒ
ト
の
社
会
で
見
ら
れ
る
約
束
や
契
約
と
い
っ
た
高
度
な

社
会
的
活
動
を
行
う
た
め
に
は
、
他
者
に
対
す
る
「
信
頼
」
、
「
不
信
」
に
応
じ
て

自
ら
の
行
動
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
実
験
で
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
行
動
の

意
図
を
理
解
し
つ
つ
も
、
他
者
に
応
じ
て
自
ら
の
行
動
を
変
え
る
と
い
う
結
果
は
、

そ
の
よ
う
な
高
度
な
社
会
的
認
識
の
萌
芽
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

五
五
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本
研
究
で
は
、
新
世
界
ザ
ル
に
属
す
る
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
が
、
ど
の
よ
う
な
社
会
的
知
性
を
も
っ
て
い
る
の
か
を
実
験
的
に
調
べ
て
き
た
。

ま
ず
、
意
図
的
な
「
欺
き
」
と
「
協
力
」
行
動
が
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
に
お
い
て
生
起
す
る
か
を
調
べ
、
自
発
的
に
他
者
を
「
欺
く
」
こ
と
や

他
者
と
「
協
力
」
す
る
能
力
が
、
彼
等
に
も
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
行
動
は
、
明
白
に
意
図
的
な
「
欺

き
」
行
動
を
示
唆
す
る
も
の
や
、
今
の
と
こ
ろ
、
他
個
体
を
と
も
に
「
協
力
」
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
認
識
し
た
上
で
の
門
協
力
」
行
動

で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
社
会
的
知
性
の
中
で
も
、
他
者
の
意
図
を
理
解
す
る
能
力
に
焦
点
を
絞
り
、
三
つ
の

実
験
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
に
は
、
他
者
の
知
識
を
認
識
す
る
能
力
、
他
者
の
身
体
全
体
の
向
き
か
ら
次
の
行
動
を
予

測
す
る
能
力
、
自
身
と
他
者
と
の
社
会
的
文
脈
、
他
個
体
同
士
の
社
会
的
文
脈
を
手
が
か
り
に
、
他
者
の
次
の
行
動
を
予
測
す
る
能
力
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
従
来
の
研
究
よ
り
、
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
は
物
理
的
知
性
に
お
い
て
高
い
能
力
を
持
つ
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
社

会
的
知
性
の
側
面
に
お
い
て
も
、
そ
の
基
本
的
な
能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
今
圃
の
研
究
に
よ
り
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
物
理
的
知
性
の

根
源
も
ま
た
社
会
的
知
性
の
進
化
に
あ
る
と
考
え
る
「
社
会
的
知
性
仮
説
」
を
支
持
す
る
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
ヒ
ト
が
も
つ
車
越
し
た
社

会
的
知
性
の
起
源
が
、
ヒ
ト
か
ら
系
統
発
生
的
に
遠
縁
の
種
で
あ
る
新
世
界
ザ
ル
に
お
い
て
も
兇
ら
れ
た
こ
と
は
、
ヒ
ト
の
も
つ
社
会
的
知

性
が
、
進
化
の
過
程
で
ヒ
ト
や
類
人
猿
に
特
有
の
新
た
な
能
力
と
し
て
発
生
し
た
も
の
で
は
な
く
、
基
本
と
な
る
能
力
か
ら
の
発
展
と
し
て

進
化
し
て
き
た
可
能
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
基
本
的
な
能
力
を
有
し
て
い
な
が
ら
、
意
図
的
な
「
欺
き
㎏
や
「
協
力
」
行
動
の
生
起
が
明
白
で
は
な
か
っ
た
原
因
と
し
て
、
本
論
文
で

は
、
そ
の
よ
う
な
行
動
の
生
起
に
は
、
他
者
が
ど
の
よ
う
な
性
質
を
も
っ
た
個
体
で
あ
る
か
を
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
提
案

し
た
。
他
者
を
意
図
的
に
「
欺
い
」
た
り
、
他
者
と
「
協
力
」
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
益
を
得
る
た
め
に
は
、
相
手
個
体
の
も
つ
行

動
様
式
を
考
慮
し
た
上
で
、
自
分
の
行
動
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
。
ヒ
ト
は
特
定
の
状
況
で
の
他
者
の
行
為
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、



相
手
の
行
動
様
式
を
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
新
規
場
面
で
の
他
者
の
行
動

を
よ
り
高
い
精
度
で
予
測
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
「
欺
き
」
や
「
協
力
」
場
面
に
お
い
て
も
、
有
利
に
事
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
つ

ま
り
ヒ
ト
は
、
こ
の
能
力
の
進
化
に
よ
り
、
意
図
的
な
「
欺
き
」
や
、
互
恵
的
利
他
行
動
を
発
達
さ
せ
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
対
面
す

る
個
体
に
応
じ
て
自
ら
の
行
動
を
変
え
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
が
行
っ
た
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
の
実
験
に
お
い
て
も
示
さ
れ
た
。
ま
た
、

ω
冨
B
讐
σ
苛
げ
（
日
O
O
。
o
。
）
は
、
カ
ニ
ク
イ
ザ
ル
（
ミ
貸
ミ
ミ
誉
§
ミ
ミ
募
）
の
集
団
を
被
身
体
と
し
、
劣
位
個
体
に
餌
を
と
る
た
め
の
特
別
な

技
能
を
習
得
さ
せ
る
実
験
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
他
個
体
か
ら
の
グ
ル
ー
ミ
ン
グ
の
増
加
、
他
個
体
と
の
近
接
度
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
劣

位
個
体
の
集
団
内
で
の
社
会
的
関
係
が
有
意
に
変
化
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
他
者
の
も
つ
能
力
や
技
能
に
関
す
る
知
識
を

持
つ
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
他
者
の
も
つ
能
力
や
技
能
に
よ
っ
て
他
者
に
対
す
る
対
応
を
変
え
る
こ
と
は
、
他
者
の
行
動
様
式
を
概
念
的

に
認
識
し
、
「
信
頼
」
や
「
不
信
」
と
い
っ
た
高
度
な
社
会
的
関
係
を
構
築
す
る
た
め
の
能
力
の
萌
芽
に
な
り
う
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
今

後
、
社
会
的
知
性
の
進
化
を
調
べ
て
い
く
上
で
、
個
々
の
個
体
が
持
つ
社
会
的
認
識
の
能
力
だ
け
で
な
く
、
他
者
の
持
つ
能
力
や
行
動
様
式

の
理
解
が
、
個
体
聞
の
社
会
的
関
係
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
、
社
会
的
交
渉
場
面
に
関
係
し
て
い
る
の
か
を
調
べ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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　　In　this　article，　we　discuss　the　evolution　of　human　intelligence　from　a　standpoint

of　comparative　cognitive　science．　The　“social　intelligence　hypothesis”，　proposed

by　Byrne　and　Whiten　（1988），　suggests　that　the　outstanding　intelligence　of　humans

has　evolved　as　an　adaptation　to　complex　social　environment　with　social　tactics

such　replete　as　alliance，　deception　and　cooperation．　According　to　this　hypothesis，

the　extraordinarily　well－developed　physical　intelligence　of　humans　that　permits

counting，　mathematics，　categorization，　tool　use，　etc．　has　its　roots　in　social　intelli－

gence．　Here　we　investigated　social　intelligence　of　a　New　World　monl〈ey　species，

tufted　capuchin　monkeys　（Cebz｛s　aPella）．　This　species　is　known　to　show　excellent

physical　intelligence　in　tool　use　and　as　aides　for　quadriplegic　people．　Thus　the

“social　intelligence　hypothesis”　predicts　that　they　should　also　show　good　social

intelligence．

　　First，　we　examined　whether　they　could　spontaneously　deceive　other　individuals．

Pairs　of　capuchin　monkeys，　one　dominant　and　the　other　subordinate，　faced　each

other　in　a　food－competition　situation．　Two　out　of　four　subordinate　individuals

started　to　“deceive”　the　dominant　monkey　by　providing　false　information　about

the　location　of　food　or　by　simply　withholding　the　information．　However，　the　results

were　not　clear　enough　to　indicate　whether　the　“deceptive”　behavior　was　inten－

tional．　The　next　experiment　investigated　whether　they　could　spontaneously　coop－

erate　with　other　individuals．　Monkeys　were　first　trained　to　perform　the　necessary

sequence　of　actions　to　obtain　rewards　by　themselves．　Then，　the　monkeys　were

tested　in　pairs．　We　asked　whether　they　could　spontaneously　divide　the　action
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sequence　between　the　two　in　a　cooperation　task　where　they　could　never　obtain

rewards　without　the　partner’s　help．　All　pairs　spontaneously　solved　this　task．　This

cooperative　behavior　was　maintained　even　if　only　one　of　the　pair　was　rewarded　at

a　time，　alternating　across　trials．

　　We　next　investigated　some　fundamental　abilities　needed　to　understand　others’

intentions．　ln　these　experiments，　we　showed　that　capuchin　monkeys　could　learn　to

recognize　others’　knowledge　states，　expect　others’　next　action　by　observing　body

orientation，　and　recognize　a　social　context　in　which　a　particular　behavior　of　the

experimenter　predicted　her　next　behavior．　These　resuks　suggest　that　capuchin

monl〈eys　have　at　least　several　fundamental　elements　of　social　intelligence．　The

results　of　these　studies　are　consistent　with　the　“social　intelligence　hypothesis”　；

capuchin　monkeys　have　well－developed　social　intelligence　as　well　as　physical

intelligence．

　　Our　results　showed　that　at　least　one　species　of　New　World　monkeys　shares

common　fundamental　social　abilities　with　humans．　This　evidence　suggests　that　the

origin　of　human　social　abilities　could　date　back　to　the　common　ancestor　of　humans

and　New　World　monlceys．

　　In　perspective　for　the　future，　we　reason　that　intentionally　performing　deceptive

or　cooperative　acts　may　require　recognition　of　the　other’s　disposition　or　personal－

ity，　along　with　the　social　context．　ln　order　to　obtain　benefits　from　deceptive　or

cooperative　behavior，　the　agents　must　take　the　other’s　behavioral　patterns　into

account．　Humans　often　infer　others’　personalities，　characters　or　dispositions　by

observing　their　behaviors．　This　ability　enables　us　to　predict　others’　behavior

accurately　in　novel　situations．　Thus，　the　evolution　of　this　ability　may　have

contributed　to　the　development　of　intentional　deception　and　altruistic　cooperative

behavior．　Our　preliminary　data　shows　that　a　capuchin　monkey　changed　his　strat－

egy　according　to　the　identity　of　the　partner　in　a　social　learning　situation．　This

might　lead　to　a　rudimentary　form　of　elaborate　social　tactics　such　as　“truse’　or

“distrust”．
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